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１．はじめに

議論の背景１――音楽と文化理論

　本章ではアメリカ合衆国における黒人ペンテコステ

派キリスト教会の、礼拝儀礼のコンテクストにおける

音楽について論じる。黒人ペンテコステ派の音楽文化

に関しては、「ゴスペル音楽」というジャンルがよく

研究されてきた。しかしペンテコステ派教会の参加的

な音楽実践では、演奏者のみならず、一般信者も積極

的に礼拝を形づくるところに、その特徴がある。別の

言い方をすると、礼拝儀礼における音楽の利用のされ

方についてみた場合、「会衆歌唱」や「トランスダンス」

といった、信者自らが関与するタイプの行為にも、「ゴ

スペル音楽」や「黒人教会音楽」と同じくらいの注意

が払われるべきだ、ということである。そうしたアプ

ローチをとってきたのは、民族音楽学者というよりは、

黒人キリスト教の礼拝を「宗教儀礼」として取り上げ

た、人類学者（ないし人類学寄りの民族音楽学者）で

あった。

　人類学者のW. ピッツは、テキサス州の農村バプティ

スト教会での調査を、一連の論文と著作にまとめて

いる（Pitts, 1991；1992；1993）。ピッツが注目するの

は、彼の調査した黒人教会の礼拝において、ヨーロッ

パ的な賛美歌と落ち着いた雰囲気からなる「第一枠組

み」が、徐々に「黒人英語」中心のスピーチ（特に説

教）やゴスペル音楽の歌唱、そして一部の会衆がトラ

ンス状態になる、「コミュニタス」状態たる「第二枠

組み」に移行することであった。そこまでは筆者の知

る限りでもある程度は正しい指摘なのだが、ピッツは、

その二重枠組みが南北アメリカや西インド諸島の黒人

の（キリスト教に限らない）儀礼にも見られることを

指摘し、さらにはそれらの枠組みが西アフリカの通過

儀礼の生き残りだと主張するのである。

　ピッツの主張に対しては、ひとまず次のような不満

点を指摘できる。まず、世界中のあらゆる社会・文化

で音楽にトランスがともなうことは、かなりありふれ

たことであり（Becker, 2004：1）、その存在を示すだけ

で「アフリカ性」を強調するのは、いささか乱暴に過

ぎる。さらに、ピッツが指摘した儀礼の持つ二重の枠

組みとは、オランダの民族学者 A. ファン・ヘネップ

の通過儀礼論に依拠しているのだが、彼の議論はそも

そも儀礼の一般論を目指したものである（ファン・ヘ

ネップ , 1977）。人類学者のヴィクター・ターナーは

この議論を「コミュニタス」論に発展させたが、彼の

場合、単にその事実を指摘するだけではなく、そのコ

ミュニタス状態が自然発生的に起こる場合から、強制

的に執行される場合までの幅を設定し、その区別を「自

然発生的コミュニタス」、「規範的コミュニタス」、「イ

デオロギー的コミュニタス」として提示している（ター

ナー，1976）。また社会人類学者のモーリス・ブロッ

クは、「通常のスピーチ」から「定型化されたスピー

チ」および「歌唱」や「ダンス」（場合によっては憑依）

への移行が、（少なくとも人類学者が関心を寄せてき

た）儀礼の重要な典型の一つであることを指摘した上

で、そこからさらに発話やジェスチャーが定型化され

ることの意味を問うのである（Bloch, 1989）。ピッツは、

これらの研究に言及することも、コミュニタス状態の

詳細な分析を行うこともない。代わり彼が力点を置く

のは、南北アメリカの黒人ディアスポラ間の比較を通

してそれらの儀礼の起源がアフリカにあることの主張

であるが（Pitts, 1993：chap.4）、そうした議論は、「ア

フリカ性」を安易に実体化した本質主義に他ならない。

　ピッツの議論にある問題はそれにとどまらない。ア

メリカ黒人キリスト教会の礼拝儀礼の諸特徴が「アフ

リカ性」として説明可能なのだとすることは、信者一

人ひとりがそれらの音楽実践に参入するという行為そ

れ自体を、アプリオリなもの想定することに見えるが、

これはそれほど自明なことがらなのだろうか。これは、

黒人ペンテコステ派教会の信者が行う「シャウト」や

「異言（tongue speaking/ glossolalia）」といった一連の

行為を、「パフォーマンス」として把握すべきだとい

う（私の主張に一見近いところにある）議論を展開す
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る、民族音楽学者の T. ニーリーの博士論文にも見ら

れる問題である（Neely, 1993）。ニーリーは膨大な量

の礼拝儀礼の記述と信者の語り、そして楽譜を収録し

ているが、その最終的な結論は、黒人教会の宗教的実

践と教義の中心たる「聖霊の働き」に収斂させられて

いる。

今日……〔の黒人教会でみられる〕、様式化され

たダンスもしくはシャウトは、……一部の信者に

とっては、……個人のなかに聖霊（Holy Spirit）が

存在することの有形的な標識であり、それらは自

由な様式もしくは音楽や打楽器の伴奏によって行

われる。儀礼の境界的（liminal）な相は、このダ

ンスが聖霊によって「授けられる」ことによって

増大するのである。このダンスは、動き、ジェス

チャー、装飾的な足のステップによる、喜びに満

ちた遊戯と信仰の文化的な表現を含んだ、宗教的

な祝賀および遊戯的な儀礼的反応でもある。……

シャウトもしくはダンスは、COGIC〔ペンテコス

テ派の一派〕の礼拝で広く見られるが、その役割

と形式は儀礼の文脈に決定付けられており、聖霊

に導かれるものと信じられているのである。（Neely, 

1993：496-497）

　ニーリーの解釈によれば、これら一連のパフォーマ

ンスは、すべて「宗教的な行為」なのである。シャウ

トも異言も「聖霊によって」引き起こされるものであ

り、周囲の信者も誰かがシャウトを行えば、そこで聖

霊が働いていることを知るのだという。ここでニー

リーが前提とするのは、①礼拝で行われる行為は信仰

の象徴であり、②その象徴体系はコスモロジーとして

記述可能ということである。したがって、礼拝で行わ

れるあらゆるパフォーマンスは、コスモロジーに還元

しうるというわけである。

　しかし端的にいって、このニーリーの説明は「なぜ

その種の表現（＝シャウトや異言）が選ばれるのか」、

や「いかに礼拝への積極的な参加が支えられているの

か」の問いに答えるものではない。ブロックは、この

種の「象徴主義的」ないし「主知主義的」な立場から

儀礼をあたかも「知的論述」であるかのように翻訳

することは、「儀礼を儀礼と明らかに異なるもの」に

してしまうことではないのかと批判した（ブロック，

1994：15-20）。１）ブロックの指摘を私なりに言い換え

ると、対面相互行為の次元を考慮しない儀礼の分析は、

儀礼がもつリアリティを骨抜きにするものになりかね

ないのではないか、となる。

　私のみるところでは、ピッツとニーリーの踏み込み

の足りなさの根本は、彼らが人類学における儀礼研究

の枠組みを、やや無反省に応用しているところに起因

するといえよう。人類学者の福島真人によると、人類

学における「儀礼」の理念型は、「先祖から代々受け

継がれ、非反省的に守られた一連の慣習行為」と考え

ることができる（福島，1995）。しかし、儀礼を執行

する人々の「民俗知識」を会得していない人類学者に

とっては、儀礼を構成する様々な行為は、一見「単な

る無意味な形式的行為」としてしか映らない。そのた

め、非言語的な儀礼を言語化する必要のある人類学者

は、儀礼に見られる諸々の諸規則や神話や語りから得

られたものを、「コスモロジー」に還元して、儀礼を

説明せざるをえない（福島，1993：134，139）。しか

し、こうした説明体系は、儀礼の大枠を把握するには

良いかもしれないが、音楽が実際の礼拝儀礼で発揮し

ているポテンシャルを本当に把握しようとする試みと

は言えない。簡単に言えば、ピッツは「コミュニタス

論」、ニーリーは「象徴論・コスモロジー論」で、ど

ちらもパフォーマンスの動態を正しく把握するための

道具立てをそろえているとは思えないのである。第 2

章でも述べたように、音楽実践の動態を正しく把握す

るための思考の枠組みや概念的道具はいまだ発展途上

であり、既存の概念ではとらえられない次元で起こっ

ていると考えた方が良い。だとすると、「アフリカ性」

「宗教性」「コミュニタス」といった概念をもちだした

ところで思考をストップさせてしまうことは、人間社

会における音楽の独自な位置や、その身体とのつなが

りを考究するという目的を裏切るものである。他方で

私は、第 2章で検討した「参加型音楽」や「PD」と

いう概念が、音楽的な儀礼の分析にも大いに貢献する

のではないかと考えている。なぜなら、いずれもミク

ロな「非言語コミュニケーション」が行われる次元を

前提とした理論的枠組みだからである。

議論の背景２――参加型音楽

　ここで、第 2章で概観した「参加型音楽」に関する

トマス・トゥリノの議論を短くまとめなおしておこう。

トゥリノ（およびスモールやカイル）が目指したのは、

音楽を「作品」としてではなく、「パフォーマンス」

としてとらえるための視点の確保であった。「参加型

音楽」Participatory Music とは、出来上がったものと
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して提示されるタイプの音楽ではなく、儀礼への参列

者の相互行為や交感をうながすものとしての音楽を指

すが、これは「上演型音楽 presentational music」と対

になる概念である。ここでいう参加とは、「踊ったり、

歌ったり、手拍子をしたり、楽器を演奏したりするこ

とで、その場の音楽的なイベントにサウンドや身体運

動で能動的に貢献すること、それらの活動がパフォー

マンスの不可欠な構成要素となるような参加のこと」

である（Turino, 2008: 28）。「参加型パフォーマンスの

場面は、様式化されたサウンドと身体運動の社会的な

やりとりが起こる特別な活動の場として、概念的に把

握されるべき」であり、参加型音楽で重要なのは、音

楽家の生み出す「エンドプロダクトではない
4 4 4 4

」（Turino, 

2008: 28；強調は引用者）。

　参加型音楽という概念は、「音楽はどのように機能

しているのか？」という問いを、「人々を音楽的なプ

ロセスに参入させるのに、サウンドはどんなふうには

たらいているのだろうか？」、あるいは「音楽はいか

に参加を組織しているのだろうか？」という、より有

用な問いに置きなおすことを可能にしてくれる。ここ

で議論の焦点となるのは、個人が行為に参入するとい

うことそれ自体の意義だが、従来の（民族）音楽学は

そうした側面に光を当ててこなかったように思える。

　ところで、私はトゥリノの提示した枠組みを基本的

には歓迎しているし、何よりも音楽の人類学的研究に

とってこのうえない貢献であると思うが、いったん「参

加」について論じ始めたからには、参加的なミュージッ

キングがいかに構築されるかについて、もっと踏み込

んだ議論が行われなければならないとも考えている。

本章で私が採用するアプローチは、参加がいかに組織

されているかを微視的に研究する、というものである

（トゥリノの言葉を借りれば、「参加フレーム」（Turino, 

2008：29）のさらなる微視的研究ということになる）。

そこから最終的に、参加型音楽におけるサウンドの役

割一般について何らかの指摘を行うことを目標として

いるが、ここで本章での議論をやや先取りしつつ指摘

しておくと、私は、「音楽的行為に参入する身体」を

考える際に欠かせないのが、「感情」についての議論

であると考えている。したがって、参加型音楽におけ

るサウンドの役割についての正しい認識の枠組みを提

示することができれば、サウンド、身体、感情のつな

がりについての一般的見解に何らかの寄与をすること

が可能になると思う。

　本章では、アメリカの黒人ペンテコステ派文化にお

ける最大の特徴のひとつである「シャウト」に特に注

目しているが、ここで、その理由を次のように述べる

ことができる。――シャウトが重要なのは、それがア

フリカ系アメリカ人のキリスト教文化における「アフ

リカ性」の残存と見なせるからであるとか、ペンテコ

スタリズムの核心たる聖霊 Holy Spirit/Holy Ghostの存

在を顕示する徴だからというにとどまらない。私が

シャウトに注目するのは、音楽が（「近代」社会にお

いてすら）いかにパワフルに機能しうるかを見事に例

証しているために、近代的な「音楽」という概念を根

本からの再考を――とくに身体と意識との関わりから

の再考を――促すという点にある。そうした思考過程

は、音楽の人類学的研究において不可欠なものに違い

ない。参加型音楽という枠組みでいえば、忘我状態で

踊るシャウトは、「究極の自発的参加」であるという

点でも重要である。これらの観点から、本章における

問題意識を次のように言いあらわすことができるだろ

う。すなわち「シャウトを参加型音楽というコンテク

ストに置いたとき、私たちは何を知ることができるの

だろうか？」

　本章で採用する方法論は、次のとおりである。ここ

での一次データは礼拝儀礼の筆者自身によるビデオ記

録である。ビデオ記録を分析から、個々の行為を微視

的な相互行為の連鎖によるものと基本的に解釈するこ

とで、参加型のミュージッキングがいかに組織されて

いるかを分析する。また、この分析から、本研究が音

楽と「感情（情動）」とのつながりを心身二元論の含

意を伴わずに再考することを助けるということも示し

たい。

２．礼拝儀礼の枠組みを決定づける

　本節で問うのは、次のことである。――黒人キリス

ト教会における礼拝儀礼を「参加型音楽」として見

た場合、そこでは音楽やサウンドがどのような機能

をもっているだろうか？　参加型音楽が、「提示型音

楽」、すなわち「演奏者―聴衆」の二分法や特定の「作

品」の上演を目指すタイプの音楽とは異なるタイプの

ミュージッキングであることは、前章から述べてきた

とおりであるが、ここでは民衆的な黒人キリスト教会

における参加型音楽のあり方の枠組みを提示しようと

いうのである。
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礼拝儀礼における音楽の利用

　まずは、民衆的な黒人キリスト教会の礼拝儀礼の全

体像を把握するために、ある教会の礼拝の開始から終

わりまでの記述を行う。教会は、セントルイス市内の

北部にある、Ｇミショナリ・バプティスト教会（以下、

単に「Ｇ教会」と記す）である。ミショナリ・バプティ

ストという宗派は、元来独立性の強いバプティストの

なかでもさらに独立性が強い宗派であり、私の印象で

は、セントルイス市では特に多い。

　Ｇ教会は、日曜の参列者でおよそ 300人を数え

る、中規模の教会である。牧師のＡは元々聖霊教会

（spiritual church）でオルガンやピアノを弾くミュージ

シャンをしていた人物であり、三十数年前にＧ教会の

牧師に就任された直後から、カリスマ的な礼拝実践―

―すなわち、異言やシャウトの実践――をリードして

きた。私自身は、Ｇ教会のことをペンテコステ派の教

会とほぼ同列に考えているが、信者のなかにも同じよ

うに考えている者が少なくなかった。たとえば、Ｇ教

会のメンバーになる以前にＣＯＧＩＣ（Church of God 

in Christ）などのペンテコステ派の教会に通っていた

信者たちとインタビューした際も、彼らは口をそろえ

て「Ｇ教会はペンテコステ派の教会と変わらない」と

言っていたし、ある中年女性信者にいたっては「Ｇ教

会は、普通のサンクティファイド教会（＝ペンテコス

テ派およびそれに近いタイプの教会の総称）よりも

よっぽど聖別されている（sanctified）」と、冗談交じ

りに話していた。また、黒人教会は同じ宗派の教会と

特別な礼拝などでクワイアを行き来させる「フェロー

シップ」と呼ばれる関係をもつのが普通だが、Ｇ教会

の場合、フェローシップ関係にある教会の多くは独立

系の（すなわち、ミショナリ・バプティストでもない）

教会が多く、このあたりにもＧ教会の性格が表れてい

る。

　Ｇ教会は、とりわけ腕利きの音楽家を擁する教会と

して、セントルイスでもよく知られている（その反対

に、クワイア（聖歌隊）の評価は一時期ほどではなく

なっているというが）。オルガン奏者で同教会の「音

楽ミニスタ（Minister of Music）」を務めるＫはＡ牧師

の長男で、地元のゴスペル音楽シーンではもっともよ

く知られた人物の一人である。高校時代の友人とデュ

オを組み、地元の歌手を集めて、これまでに３枚のア

ルバムを自主制作している。また、オルガン奏者およ

び作曲家として、全国的なコンベンションでも一定の

ポジションを確保している。Ｋはまた、フルタイムの

ミュージシャンでもある。ドラム奏者のＡは（彼もＡ

牧師の孫でＫの甥）で、日曜以外はクラブなどで演奏

するプロのミュージシャン。他に中年のギタリスト、

３０代のサックス奏者、そして共にまだ１０代のトラ

ンペット奏者とトロンボーン奏者がいる。これほどの

規模の教会でこれだけのミュージシャンをそろえてい

るというのは、なかなか珍しい例と思える（ただし、

オルガンとドラムを除いたミュージシャンたちの腕前

は、アマチュア並みではあるが）。Ｋによれば、「欲を

言えばあとベース奏者がいれば完璧」なのだそうだ。

【事例１　Ｇ教会における日曜礼拝】

　最初に提示するのは、そのＧ教会における日曜朝の

礼拝儀礼の様子である。通常、礼拝は 10時から開始

される（日曜学校はその 1時間前の 9時から）が、礼

拝の冒頭で歌う会衆歌の伴奏を担当するミュージシャ

ンが遅刻している場合は、10分程度遅れることもあ

る。この日の礼拝も数分遅れて始まったが、その理由

を私は知らない。

　以下の記述で注目しているのは、ミュージシャンた

ちが礼拝の場面にしたがって、どのようなサウンドを

提供している（もしくはしていない）か、ということ

なので、以下では、そうした目的に特にかかわりの深

い記述部分に下線を引いて強調してある。（なお、各々

の記述の冒頭にはその出来事が起こった時刻を秒単位

で示しているが、ビデオデータにはそうした記録が正

確に残っているわけではないので、この数字はそれほ

ど厳密なものではないことをことわっておく。）

写真 4-1　Ｇ教会のミュージシャンたち。左から、サックス

奏者、トロンボーン奏者、トランペット奏者、ギ

ター奏者、ドラムス奏者、オルガン奏者、キーボ

ード奏者



野澤　豊一

124

ディヴォウション

10時 06分 30秒　　ミニスタの Jが説教壇より祈りを

行う。これにより、礼拝が始まることが、おのず

と会衆に知れ渡る。

10：07：30　　ディーコン（平信徒のリーダー。祈り

以外の宗教的発話にはかかわらず、説教壇からス

ピーチを行うこともない信者たちのこと）のHが、

会衆に賛美（具体的には歌唱や手拍子など）を促

すためのコメントをする。「私は、朝起きたらも

うイエスに感謝をしていた。起き上がって、歩く

ことができた。……ありがとう、イエス様」

10：09：00　　ディーコンＨが会衆歌を歌い始めると、

オルガンを担当する音楽ミニスタ Kがすぐに演

奏を始める。数十秒ほど遅れて、もう一人の要の

ミュージシャンであるドラム奏者の Aが演奏を

始める。

10：12：30　　歌は終了するが、オルガンは余韻を残

すような演奏を続ける。

10：12：45　　ディーコン Bが、続いて祈りが行われ

ることをアナウンスする。オルガンの演奏が止む。

10：13：05　　ディーコン Bが祈りの前に聖書の一節

を読む。

10：14：00　　ディーコン Cが祈りはじめる。

10：18：30　　（祈りの終了後）ディーコン Eが「私

たちが仕えるのは素晴らしい神です。（その神、

すなわちキリストが流した）血にはパワーがあり

ます」と、「血には奇跡的なパワーが宿っている」

という一節をもつ会衆歌を歌い始める。ミュージ

シャンたちはすぐにそれに続く。礼拝の開始か

ら 20分近く経過しており、すでにミュージシャ

ンの大半がそろっている（写真 4-1）。この曲は、

ペンテコステ派の会衆歌によくあるアップテン

ポの会衆歌で、そのまま “What a Mighty God, We 

Serve”などの曲にメドレー形式で続くが、それに

もミュージシャンたちは難なくついてゆく。この

歌のあいだに、（第一日曜日の決まりで）男は黒、

女は白の衣装を着たミニスタと、クワイア（聖歌

隊）が入場する。

10：22：30　　会衆歌が終わる。オルガン奏者は余韻

を残すような演奏をする。

信仰告白

10：23：10　　一人目のミニスタMの信仰告白が始

まると、オルガンの演奏が止む。

10：24：30　　二人目の（脳に持病を抱える信者 Tに

よる）信仰告白。手術が成功に終わったことを話

す。

10：25：50　　Tが話し終えると、信者たちが拍手を

送る。Tが進行役のディーコン Aと抱き合う（写

真 4-2）。すぐにオルガンの演奏が喝采に合わせて

行われる。

10：26：30　　3人目のマザー Sによる信仰告白。――「3

年間車椅子生活を余儀なくされていたが、手術を

経て、しばらく前から、車椅子なしで歩くことが

できるようになった」ということを話す。

10：28：40　　ディーコン Aが 3人の告白を受けて、

一言コメント。これにも喝采が起こる。

10：28：55　　コメントが終わるあたりから、オルガ

ンの演奏が起こる。直後に聖書の朗読が行われる

ことがアナウンスされる。

10：29：30　　エルダーMと前会衆が聖書の一節を

朗唱する。

写真 4-2　信仰告白を行ったＴが、進行役のＨと抱き合う 写真 4-3　《主の祈り》を歌うクワイアは、音楽ミニスタＫ

の合図についてゆく
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《主の祈り》～讃美歌～牧師のスピーチ

10：31：40　　読み終えたと同時に、オルガン奏者が《主

の祈り》Lord’s Prayerのイントロを演奏し始める。

《主の祈り》では信者たち全員が両側にいる信者

と手をつなぐ。クワイアはこの歌をきっちりと練

習しているわけではないので、オルガン奏者（彼

は音楽ミニスタである）による指揮にしっかりと

ついていかなければならない。（写真 4-3）

10：35：50　　音がほぼ途切れることなく、朝の讃美

歌のイントロ演奏が始まる。この歌、も会衆全員

が歌うことになっているが、ペンテコステ派の会

衆歌と比べると歌詞に繰り返しが少なく、すらす

らと歌うのが難しい。音楽ミニスタのオルガン奏

者 Kは一節ずつ歌詞を先取りして会衆に教えな

がら演奏する。

10：37：00　　牧師の入場。讃美歌には入場曲として

の役割がある。

10：39：55　　讃美歌の終了を見計らって、牧師があ

いさつを始める。讃美歌の伴奏から継ぎ目なく演

奏が続く。牧師のスピーチには会衆からの拍手や

返答が伴うが、ミュージシャンたちのこの時の音

は、まさにその会衆のレスポンスと同質のもので

ある。スピーチ中、BGM風に流れるサウンドは

やまない。

（クワイアによる歌唱）

10：42：30　　（牧師によるクワイアの紹介に続い

て）マス・クワイアによる一曲目の歌、“God is 

Doing Something Wonderful in Me”のイントロが

始まる（牧師のスピーチの BGMと 1曲目のイ

ントロ演奏の間に継ぎ目はない）。通常、クワ

イアは候補曲の 3曲ほどを知らされているのみ

であり、この時のイントロを聞いて初めてどの

曲を歌うのかを知る（音楽ミニスタの Kによ

れば、直前になって「神の声を聞」いたり、そ

の場の雰囲気で曲を決めるのだという）。演奏

が始まってすぐに、音楽ミニスタ Kはクワイ

アに曲に合わせて体を揺らすように、身ぶりで

指示を出す――これは歌のメッセージや身体イ

メージを会衆全体で共有するための工夫のひと

つといえよう。彼はクワイアとバンド指揮にく

わえて、この曲ではリード歌手も兼ねているの

だが、ちらと見ただけではそうとはわからない

ほどで、その動きには無駄や躊躇がない。

10：43：55　　音楽ミニスタ Kはクワイアと会衆に

手拍子をすることをうながし始める。こうした身

ぶりやコメントも、自分が歌っていないほんの少

しの合間に行う。

10：47：30　　曲はすでに繰り返し部分（「コーラス」

ないし「サビ」）に達している。音楽ミニスタ K

は他のミュージシャンに演奏をやめるよう、サイ

ンをだす。――これは 1曲を長く繰り返すゴスペ

ル音楽の演奏ではよくあることで、繰り返し部に

起伏をつけるためのある種のギミックである。

10：48：05　　音楽ミニスタ Kはもう一度サインを

だし、伴奏を再開させる。

10：49：10　　音楽ミニスタ Kは左手を高く上げて、

曲の終了を知らせる。ほどなく曲および歌唱は終

了。

10：49：25　　会衆による拍手が鳴りやまないうちに、

音楽ミニスタ Kは 2曲目、“Lord, I Owe You”の

イントロ演奏を開始する。1曲目とのあいだは

ほぼない。この曲は、歌詞が短く繰り返しの多

いアップテンポの曲で、Kが作曲に加わった曲

である。

10：50：15　　音楽ミニスタ K、クワイアに対して身

体を揺らすよう指示を出す。

10：51：05　　早くも、伴奏を一時中断するというギ

ミックを使うが、別の言い方をするとそれほどに

短くシンプルな曲で、すでに繰り返しに入ってい

る。

10：53：10　　歌詞の一節、“You deliver me”を繰り返

すようにクワイアに指示。50秒ほども繰り返す。

10：54：30　　「ヴァンプ」と呼ばれる最後の繰り返

し部分に突入。クワイアは “Lord, I owe You, Lord, 

写真 4-4　音楽ミニスタのＫはスピーチを行うミニスタから

目を離すことはない
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I owe You this place”と繰り返すのみで、そこに音

楽ミニスタ Kが半ば即興的と思えるふうにコー

ル部分を歌う。

10：55：50　　伴奏の中断を行う。この時点までで会

衆の大半は立って手拍子をしたり、繰り返しの歌

詞を歌うかしている。

10：56：40　　伴奏の中断を行う。クワイアと信者た

ちの歌う声がさらに礼拝堂に響き渡るのがよくわ

かる。

10：58：30　　音楽ミニスタ Kは左手を高く上げて、

演奏の終了を知らせる。歌唱は終了。

10：58：40　　演奏は終了したが、伴奏はまだやまな

い。会衆もまだ手拍子などをしている。クワイア

のメンバー Iは、感極まって両手で顔を覆う。礼

拝進行役のミニスタMが説教壇に歩み出て、マ

イクを手に取る。

10：59：15　　ヴァンプ部分を再び歌い始めるよう、

音楽ミニスタ Kが指示を出す。ヴァンプの演奏

を再開。

11：00：40　　歌唱終了。礼拝堂は拍手で満たされる。

シャウトの発生～連鎖

11：00：50　　音楽ミニスタ Kは、マイクをもつミ

ニスタMに対して、礼拝を進めて良いという意

味合いで合図を送る。

11：00：55　　ミニスタMのスピーチは、会衆の熱

気ある反応とも相まって、すでにかなり熱を帯び

たものである。（写真 4-4）

11：01：10　　オルガンがシャウトを思わせるような

音楽を演奏し始める。見ると、ミニスタの一人

が前方の席でシャウト風に身体を縦に揺らしてい

る。

11：02：25　　ドラムが本格的にオルガンに加わる。

11：03：35　　音楽ミニスタ Kが、シャウト音楽の

演奏を始めるように、ミュージシャンたちに合図

すると、すぐに演奏が始まる。

11：02：40　　古参の女メンバー Eが説教壇のすぐ手

前まで出てきて、歩き回りながら宙に視線をやっ

てカリスマ的な発話を行う。

11：03：40　　音楽ミニスタ Kがシャウト音楽の演

奏をやめるように合図。演奏はすぐにやむ。ただ

し、シャウトしていた信者たちは異言その他のカ

リスマ的発話を続けている。ミニスタMも興奮

気味でスピーチを行う。

11：04：02　　オルガンがシャウト音楽のフレーズ

をほんの少し弾く。ドラム奏者 Aは、顔の汗を

拭ったりドラムスティックを交換したりしながら

も、そのフレーズに呼応するようにハイハットを

鳴らす。（写真 4-5）Aは、左側で何かの変化を感

じたのか、不意にそちらの方を見やるなどする。

（おそらく、誰かのシャウトないしその兆候を読

み取ったのであろう。）両手にスティックをもち、

ベースドラムとシンバルを交えた本格的な演奏に

入れるように、態勢を整える。ドラムが規則正し

いリズムを刻み始める。ドラム奏者の Aはクワ

イアの席と音楽ミニスタ Kの双方に視線を送っ

ている。

11：04：10　　ミニスタMがシャウトを始める。ク

ワイアのメンバーも手拍子をしたり、なかには

シャウトを踊っている者がある。

11：04：35　　シャウト音楽が本格的に始まる。

11：04：50　　会衆席で数名がシャウト。2，3人（そ

の一人はエルダー G）が教会の通路を走っている。

11：05：50　　音楽ミニスタ Kがサインを出すと、

ミュージシャンたちはシャウト音楽に一斉に

ちょっとした変化をつける。――シャウト音楽自

体は基本的にごく単純なものだが、G教会では、

信者のシャウトやそれに近い雰囲気が長引く際に

こうした変化をつけている。――今後も、何度か

こうした変化をつけながらシャウト音楽の演奏を

続けるが、その際には単に〈変化〉（ないしその

指示）と記す。

11：06：10　　Gは説教壇の周りを走っている。

11：06：50　　音楽ミニスタ K、〈変化〉の指示を出

す。――ミニスタ席では数名がシャウトを行って

いる。

写真 4-5　演奏の合間に汗を拭いながらも、信者の様子に注

意を払うドラムス奏者のＡ
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11：07：05　　K、〈変化〉の指示。

11：07：10　　説教壇後ろにいるミニスタMが再び

シャウトを始めた。

11：07：20　　K、〈変化〉の指示。

11：07：45　　K、〈変化〉の指示。

11：07：55　　K、〈変化〉の指示。

11：08：10　　K、繰り返しを指示。

11：08：20　　K、〈変化〉の指示。

11：08：45　　（ビデオを再生させていても、ちょう

ど真剣にシャウトを踊っている信者も少なくなっ

てきたかと思えるあたりで）音楽ミニスタ Kの

指示でシャウト音楽が一斉にやむ。ただし、拍節

的なリズムを書いた伴奏は続くし、シャウトをし

ていた信者を中心に、カリスマ的な発話も続いて

いる。

ミニスタのスピーチ

11：09：20　　音楽ミニスタ Kはクワイアを着席さ

せる。

11：09：50　　多くの信者たちの発話が小さくなって

きたが、古参の女平信徒 Eが（彼女にはよくある

ことだが）「神よ、ありがとう」と大声で発話を行っ

ている。

11：10：35　　ミニスタMが、シャウトの発生を感

謝する意味合いのスピーチを行う。スピーチの口

調は激しいもので、音楽ミニスタ Kも彼のスピー

チに伴奏をつけ続ける。

11：11：50　　スピーチの途中で会衆から拍手が沸き

起こる。

11：11：55　　キーボード奏者 Aが、“War Cry”と呼

ばれるシャウト音楽の一種を、ぐっとテンポを落

として演奏し始める。すぐにドラムス、オルガン

もそれに合わせる。会衆の霊的・カリスマ的な雰

囲気も高揚する。

11：12：30　　ミニスタMのスピーチが熱を帯びる

と、ミュージシャンたちの伴奏も徐々に大きくな

る。信者たちも、前方に座るミニスタたちを中心

に、両手を上に大きく掲げるというしぐさをする。

11：12：40　　ミニスタMは反復的なスピーチを行い、

音楽ミニスタはそれに呼応させるように、しかも

全ミュージシャンと演奏をそろえるように指示を

出しながら、それに伴奏を加える。それが終わっ

た後も、音楽ミニスタは会衆席を観察することを

忘れない。

11：14：00　　ミニスタ Mはスピーチに一息つき、

代わりに一部信者たちのカリスマ的発話が礼拝に

響く。音楽ミニスタ Kのオルガンはやまないが、

特に古参の女平信徒 Eの発話が長く続いている。

音楽ミニスタ Kは Eの方を見やっているが、徐々

にシャウトを思わせる演奏とは違うタイプのサウ

ンドになってきているようである――Kは “Thank 

you, Lord”の変奏版を演奏しているかのようでも

ある。

11：15：00　　ミニスタM、片手を大きく掲げる。

ゲストに対する「ウェルカム」

11：16：30　　ミニスタMがスピーチを再開。すで

に落ち着いた口調に変わっており、音楽ミニスタ

Kの伴奏もいかにもそれに合った、穏やかなもの

（しかし音量は十分である）になっている。

11：17：20　　ミニスタMは、初めて本教会を訪れ

る者を紹介する。会衆から歓迎の意を表す拍手が

おこり、Mが「教会を代表して」あいさつを行う。

――「あなた方を歓迎します。わが教会は、霊的

な祝福を受けています。ホーム教会を探している

のであれば、この教会を真剣に考えてください。」

牧師の登場～再びシャウトの連鎖へ

11：18：10　　ミニスタ Mが「起立してください」

と言うと、音楽ミニスタ Kが伴奏を始める。M

は「私たちを食べさせてくださる、導いてくださ

る……」と続ける。

11：18：20　　M、「われらが牧師、Aを迎えましょう」

と、牧師 Aを紹介する。伴奏にドラムズも加わる。

11：18：35　　牧師 A、「この日は神が作ってくださっ

た日」などと、定型のあいさつを行う。オルガン

の伴奏はずっと続き、ドラム奏者は要所でドラム

ロールやシンバルも鳴らす。

11：19：50　　牧師 Aが「ここには、神に多くを負っ

ている人がいますか？」と、クワイアが歌った

“Lord, I owe You”の一節から質問する。信者たち

は手をかかげたり、拍手をしたり、「ハレルヤ」

などと発話するなどして、これに応える。伴奏も

ここで大きくなる。

11：20：35　　牧師 A、会衆に向かって「隣人に向か

いなさい。『隣人よ、（と、以下一言ごとに会衆が

牧師の言葉を復唱する）／心配しないで／神はす

でに／問題を解かれました』」と語りかける――
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これは、信者に発話やアクションを起こさせるた

めの常套手段である。ミュージシャンたちは、こ

れに大きな伴奏を加える。

11：21：00　　クワイアの女メンバー Sが、クワイア

席から降りてきて、礼拝堂を走りまわり始める。

11：21：10　　徐々に拍節的になっていたドラムスの

演奏が、しっかりとシャウト音楽を思わせるもの

になっていく。

11：21：20　　オルガンその他の演奏もそれに呼応し

て、シャウト音楽の開始部分の演奏が成立してく

る。ミニスタ席では、数名がシャウトを始めてい

る。

11：21：30　　音楽ミニスタ Kが合図を出し、シャ

ウト音楽は反復部分に移行する。

11：22：10　　Kの指示で、派手な演奏がいったん終

息するが、まだ基本リズムは残る。信者たちのな

かには、カリスマ的発話を行うものもある。

11：22：45　　演奏がいったん終了。しかし、モチー

フは鳴り続ける。

11：23：10　　モチーフを何度か繰り返すうちに、再

びシャウト音楽が浮上しそうな雰囲気が続く。

11：23：40　　牧師 A、一言話す。

11：23：45　　見ると、クワイア席でミニスタ Gがシャ

ウトを始めている（Gはほんの数秒前には団扇で

自分を仰いでいたので、ごく短い間にシャウトを

始めたことになる）。

11：23：48　　音楽ミニスタ K、ミニスタ Gのシャウ

トに気づく。すでにドラムの音は Gの動きに合

わせるようなビートを刻んでいる（ので、もしか

するとドラム奏者 Aからは Gの動きがよく見え

ていた可能性もある）。

11：24：23　　何度か、シャウト音楽の開始部分を繰

り返してから、音楽ミニスタKが反復を指示する。

11：23：35　　音楽ミニスタ Kは “War Cry”を演奏す

るように指示。クワイアを中心に、信者たちはす

ぐにこれを歌い始める。

11：24：50　　クワイアの女メンバー Iはゆっくりと

礼拝堂に降りてくると、走り始める。

11：25：10　　ふと目をやると、クワイアメンバーで

もある、ディーコン Eが、クワイア席でシャウト

しているのが確認できる。

11：25：35　　ミニスタM、本日何度目かのシャウト

を行う。

11：26：20　　クワイア席で、女メンバーの Gがシャ

ウトをしている。

11：26：40　　音楽ミニスタ Kが指示をだし、シャ

ウト音楽が止む。信者たちのカリスマ的な発話が

余韻的に残る。牧師 Aは信者たちの方をじっと

見やっている。

11：27：20　　牧師、再び会衆に隣人同士で語りかけ

るように話す――「お隣の人の方に向いて、次の

ように話しなさい『隣人よ／鼓舞されたかのよう

に振る舞うのではなく／鼓舞されたかのように思

うのではなく／鼓舞されなさい』」。（この発話は、

この状況を考慮に入れると、シャウトその他の霊

的行為をうながしている可能でもある。）

11：27：45　　ミュージシャンたちの伴奏が一段と力

強くなる。

11：28：20　　大きな伴奏がいったんやむ。（ちょう

どカメラはドラム奏者 Aの方を向いていたのだ

が、彼は演奏のゆくえをオルガン奏者 Kの方を

じっと見て探っているようだった。演奏を終え

た彼はカメラの方に向かって言うには “I can see 

him!”　つまり、Kが仮に明らかな合図を出さな

かったり見逃したりしたときであっても、Aは K

のオルガンを弾く手を見ることで、演奏が終わり

そうだという兆候を読み取ることができる、と

言っていたのである。）

11：29：00　　牧師 Aのスピーチに対して、一言ご

とに単発的で大きな伴奏をつける、という方法か

ら、穏やかで背景的な伴奏に転換する。会衆の調

子も、明らかに穏やかなものに変わりつつある。

11：30：20　　牧師 Aはゲストたちを紹介したり、

言及したりする。ひとりが紹介されるごとに会衆

からは拍手が起こる。オルガン奏者 Kは、Aの

発言にずっと伴奏をつけている。

11：31：35　　牧師 A、会衆にハイタッチをさせる。

――それまでオルガンだけで背景的な伴奏だった

のが、その他の楽器も加わり一度に前景に出てく

る。

11：32：20　　シャウトを予感させる音が少し入る。

音楽ミニスタ Kは会衆の方を見やる。

11：32：55　　牧師 A、会衆を着席させる。

11：33：20　　前方に座っていると思われる 2，3人

の信者が、カリスマ的発話を続ける。

聖餐式

11：34：00　　牧師が月の初めの日曜日に行う「主の
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晩餐（＝聖餐式）」の開始を告げる。（これをどの

タイミングで行うかは牧師がその場で決めること

になっている。）牧師が開始を告げるために聖書

の一節を読むあいだも、オルガン奏者の Kは背

景的演奏を続けている。

11：35：50　　ミニスタ他が聖餐式のための準備を始

めるとほぼ同時に、背景的演奏がしっかりとし

た音楽的サウンドに変わり始める。曲は全米的な

ゴスペル・アーティスト、ダニー・マクローキン

による “(Jesus died) Just for me”で、これは G教会

における聖餐式の定番曲である。ドラム奏者の A

もオルガンの変化に気づいており、曲に合わせた

演奏を始めている。しばらく、演奏は牧師 Aに

よるスピーチの背景的音楽としても働いている。

11：37：20　　牧師が祈っているあいだ、音楽ミニス

タ Kは伴奏をさらに繰り返すよう、指示を出す。

11：38：00　　音楽ミニスタ Kが歌詞を歌い始める

――会衆の多くもこの歌を知っているので、一緒

に口ずさむ。この後、時間をかけて聖餐式に用い

られるぶどうジュースが信者の一人ひとりに配ら

れる。

11：44：00　　ぶどうジュースがいきわたったところ

で、牧師が一斉に飲むための音頭をとる。

11：44：10　　信者ら全員が一斉に飲み終える

11：44：30　　ちらほらと喝采が起こったところで、

ジュースを飲み終えたミュージシャンたちもの伴

奏も、それに合わせてボリュームを上げる。

11：45：10　　牧師 A、古典的なゴスペル “I know it 

was the blood for me”（同じテーマではあるが、70

歳近い牧師にとってはこちらの方がおなじみのレ

パートリーだろう）を歌い始めると、間髪を入れ

ずにオルガン、キーボード、ドラム（少し遅れて

その他の楽器か）がついてゆく。

11：48：20　　歌が終了。少し前から霊的なしぐさを

していた牧師の妻に合わせて、伴奏の終了と同時

に、音楽ミニスタ Kは霊的な高揚を予感させる

ような演奏を行う。

アナウンス

11：49：00　　エルダーMによるアナウンス。音楽

はここではやむ。

11：50：00　　牧師の妻Mはアナウンス中も側近の

信者に団扇であおがれている。

11：58：20　　ミニスタ Gによる特別アナウンス（牧

師就任記念礼拝に関するもの）。

牧師によるアナウンス

12：01：00　　牧師 Aにマイクが戻る。と同時に、

オルガンの伴奏が付き始める。――初めのいくつ

かのコメントはアナウンスと変わらない。

12：01：45　　牧師が信者（男のミニスタ T）に向かっ

て何かを訪ねた際のほんの一瞬オルガンを中断す

るが、すぐに再開。牧師は近く手術を受ける核メ

ンバーの一人のスケジュールを尋ねたのだった。

12：03：10　　アナウンスは終了。

説教の導入

12：04：10　　牧師 A、「本日も神の言葉の時間です」と、

説教の始まりを予告し、神の偉大さについて語る。

12：06：05　　牧師 A、会衆に「隣人よ／信頼・信仰

とは／神を自信をもってい信じることなのだ」と

復唱させる。

12：06：25　　牧師 A、「ここにいる何人が神を信じ

ていますか？」

12：06：35　　牧師 A、「では、何人が神を信頼して

trustいますか？」――ここまで言葉を重ねるこ

とで、一部の信者が発話を始める。特にミニスタ

Bが「神よ、あなたを信頼しています。信頼して

います。……」と繰り返す。

12：07：30　　ミニスタ B、席を立って説教壇の隣を

歩きまわる。他にも発話や手をかかげるなどする

信者あり。

12：08：15　　牧師 Aは（信者たちの行為に応える

ように）「神を信じるということは、なんと素敵

なこと（sweet）なんだろう」などと語りかける。

説教

12：10：00　　牧師 Aが「コリント人の手紙Ⅰ」の

第 15章 8-10節を開くよう指示する。

12：10：55　　信者たちがぞろぞろと立ち上がる。

12：11：05　　オルガンの演奏が止む。続いて、エル

ダーMによる聖書の朗読が続く。

12：12：00　　牧師 A、次のセンテンスを会衆に復唱

させる――「神の恩恵によって／私は／そのまま

の私なのだ。／私は／母が思ったような／父が

思ったような人物ではないかもしれない。／あな

たが思ったような／人間でもないかもしれない。

／しかし、私は／そのままの私／そしてそれは神
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の恩恵によるものにほかならない。」

《中略》

12：43：20　　信者たちにハイタッチをさせる。この

あたりから信者のなかに手をあげるなどする者が

でてくる。

12：44：20　　信者を起立させ、隣人とハイタッチさ

せる。

12：45：20　　音楽ミニスタ Kがオルガンに陣取る。

12：45：30　　牧師 A、信者に「隣人よ／私自身を見

ないで。／私のカムバックを見ていてくれ！／私

は／そのままの私だ／そしてそれは神の恩恵によ

るものにほかならない。神の／神の／……」―

―この途中から、信者のレスポンスに合わせて K

がオルガンの伴奏をつける。

12：46：15　　牧師 Aが通常のスピーチのモードに

戻ると、ミニスタ Kも背景的な演奏になる。

招き（Alter Call）の時間

12：47：25　　牧師 Aが「もしあなたが今日…」と

話し出すと、すぐにオルガン、ドラムス、キーボー

ドが “We Offer Christ”（ビショップ・ポール・モー

トン）を演奏し始める。牧師Aの文句はこの後、「イ

エスを救い主と受け入れるのであれば、前に歩み

出なさい」と続くのである。

12：49：50　　この日は誰も前に出ることがなかった

が、信者たちは拍手でこの時間を締めくくる。牧

師が後ろに下がると同時に、“We Offer Christ”の

演奏はやむ。

献金

12：50：00　　牧師 Aが献金の時間であることをア

ナウンス。伴奏は背景的なものに変わっている。

12：51：20　　献金用の封筒を上にかかげて振ってい

るうちに、カリスマ的発話を始める信者が数名出

てくる。すると、バンドがシャウトを予感させる

ような音楽を演奏する。

12：52：00　　献金がスタート。これは音楽ミニスタ

Kがリードをとる “I Just Want to Praise You”で進め

られる。

12：57：40　　ミニスタ Gが献金の終了をアナウンス。

シャウトの連鎖～牧師の退場・礼拝の終了

12：57：55　　ミニスタ Gのスピーチに力がこもり

始めると、すぐにバンドがそれに合わせた伴奏を

弾く。

12：58：40　　音楽ミニスタ Kが、会衆席に注目し

始める。ちょうど、牧師 Aがミニスタの一人の

耳元で何かを囁いて祈りの言葉をかけているとこ

ろであった。

12：58：55　　ミニスタ Gのスピーチに異言が混じ

り始める。口調にはさらに力がこもる。

12：59：35　　バンドは、Gの一言ひとことに呼応す

るような演奏を行う。

13：00：10　　Gが会衆に立つよう促す。（写真 4-6、

4-7）

13：00：35　　シャウト音楽が始まる。見ると、クワ

イア席の Kがシャウトを行っている。

13：01：25　　シャウト音楽の開始を告げるような変

奏版が始まる。

13：01：55　　シャウト音楽が止む。直後に牧師 A

が信者にセンテンスを復唱させる。（ミュージシャ

ンが演奏を一時中断したのは牧師の指示があった

可能性がある。）発話によって信者の反応に活気

が出てくる。

写真 4-6　会衆に向かってスピーチをするミニスタ 写真 4-7　ミニスタの発話に応えるかたちで手をあげる会衆
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13：02：30　　牧師 Aが通常の口調でスピーチを始

める。ミュージシャンたちの演奏がいったんシャ

ウト音楽から遠ざかる。

13：02：50　　音楽ミニスタ Kが、シャウトを予感

させるようなフレーズを繰り返し始める。すぐに

サックスが呼応する。

13：03：00　　ドラムスが勢いよく演奏い始めたかと

思うと、バンドからそれほど遠くない位置にいる

二人の信者（そのうちの一人は古参メンバーの A

と確認できる）がシャウトを踊っていた。

13：03：50　　シャウト音楽が鳴り響くなか、牧師が

退場を始める。――こうしたケース比較的まれだ

が、まったくないわけではない。（注目すべきは、

ここでは誰もシャウトを踊っていなくてもこの演

奏が止まないことである。）

13：04：50　　牧師がドアの手前で礼拝の終了を告げ

るための祈りを行う。そこで演奏のボリュームが

ぐっと絞られるが、礼拝の終了を告げるこの日の

祈りはごく短く終わった。

13：05：00　　祈りが終わると、すぐにバンドはシャ

ウト音楽を演奏し始める。会衆のほとんどがすぐ

に礼拝堂を後にする。

13：06：20　　しばらく（ほんの 2，30秒ほど）のあいだ、

ドラムの Aとキーボードの Aが音を合わせて楽

しんでいる。（これが済んだところで撮影は終了）

サウンドの分類

　さて、本事例の解説を行う前に、ミュージシャンや

会衆が作り出すサウンドの分類を試みよう。ゴスペル

音楽や会衆歌という、特定の音楽ジャンル（ないしサ

ウンドのスタイル）を云々するのではない、参加型音

楽のアプローチをとる場合、サウンドは「前景的サウ

ンド」と「背景的サウンド」に分けられると思う（言

うまでもなく、両者は理念型にすぎず、中間地点にあ

るサウンドも多くある）。「前景的サウンド」とは、音

楽、歌唱、ダンス、一種のスピーチ活動が、儀礼の場

面から際立ってくるタイプのサウンドである。代表的

なものは、「歌唱」、すなわちクワイア歌唱や会衆歌（お

よびその伴奏）である。

　次に（Ｇ教会の礼拝では特に目立つ）「シャウト（聖

霊ダンス）」が発生する際の音楽である。これは「シャ

ウト音楽」と呼ばれる、テンポの速い、単純な繰り返

しの音楽だが、これにもいくつかの下位分類をするこ

とができる。――シャウトが発生する場面を想定して

みよう。まず、シャウトが発生しそうな場面になると、

ミュージシャンたちは「シャウトを期待させるような

サウンド」を演奏する（ただし、このサウンド自体は

それほど前景に出てくるわけではない）。礼拝参列者

は、それと気づくことなく、これを聞くことでシャウ

トに向かう〈気分〉を知ることになる。次に、信者の

なかの誰かがシャウトを始めると、徐々にシャウト音

楽に向かってゆく際のサウンドがあり、その先に、助

走をつけるようにして、シャウト音楽（単純な反復的

演奏）が続く。シャウトが成立するには、これだけで

十分だが、Ｇ教会の場合、このシャウト音楽にさらに

いくつかのバリエーション（変奏版）がある。これは、

シャウトの連鎖が２，３分以上も続く場合に出現する

サウンドであり、多くの場合で、音楽ミニスタのＫの

指示によって演奏される。

　また、宗教的スピーチ（説教やミニスタの発話）が

チャント的かつリズミカルになった時に、会衆の応答

的な発話や拍手に呼応させるサウンドも、「前景的」

と言えるくらいに、はっきりとした輪郭をもつと言え

る。最後に、「聖餐式」と「献金」時にバンドが演奏

した楽曲は、特定の場面を作り出すという目的に従属

しつつも、「作品」として完成した演奏を行っている

ものであり、先のどれとも異なるカテゴリーに入るで

あろう。

　次に、「背景的サウンド」である。背景的なサウン

ドとは、あえてサウンドの輪郭を礼拝の場面から浮き

上がらせることなく、なおかつ礼拝儀礼の進行に不可

欠な働きをするようなサウンドのことである。典型

は、牧師がマイクをもった際のＢＧＭ的なサウンドで

ある。この非常にさりげない演奏は、特定の楽曲を模

したものである場合もあれば、オルガン奏者が指で遊

んでいるかのように自由な演奏をするタイプの、言い

換えると曲としての輪郭をはっきりと持たないサウン

ドの場合とがある。また、礼拝の場面を区切るように

演奏するサウンドにも、同様のタイプが存在する。

　最後に、「演奏しない」というのも、「前景的サウン

ド」と「背景的サウンド」に並ぶ大分類に入れられる。

たとえば、牧師や一部のミニスタ以外がスピーチを行

う場面では、何も演奏しない場合が主だが（その発話

が会衆の拍手や喝采などの反応を呼び起こした場合は

別）、この決定は「あえて演奏していない」と解釈す

ることが可能である。また、たとえば、ある信者がシャ

ウトを行っているにも関わらずミュージシャンがシャ

ウト音楽を演奏しない、という場面が稀にあるが、そ
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れは礼拝の進行上そのシャウトを「無視」するという、

ミュージシャン（および彼らの演奏を指示する権限を

もちうる、牧師他の礼拝リーダーたち）意思を濃く反

映したものであると言える。

場面を分節するサウンド

　Ｇ教会に限らず、一部の黒人教会の礼拝儀礼に参列

してとにかく印象的なのは、礼拝のあいだじゅうに

ミュージシャンたちの演奏がほぼ途切れることなく礼

拝が進行してゆくという事実である。上で詳述したＧ

教会の日曜礼拝儀礼の場合、ミュージシャンが演奏を

しない場面というのは、平信徒たちの祈りや発話の場

面（ただし、それが会衆の喝采を呼び起こしたときに

は伴奏が加わる）、アナウンス、そして説教が始まっ

てから牧師の発話にチャント的なリズムが表れるま

で、というごくわずかな場面に限られている。他方で、

牧師が説教壇から発話する際には、たとえそれがアナ

ウンスにすぎないようなものであったとしても、背景

的な音楽が流れている場合がほとんどであり、サウン

ドが牧師の権威を巧みに演出しているという事実もう

かがえる。

　礼拝儀礼中に、何らかのサウンドが通奏低音のよう

に流れ続けていることで、礼拝がある場面から次の場

面に移行することが暗示的（すなわち、参列者に明確

に意識されているわけではないという意味）にではあ

るが、はっきりと表示されている。基本的に、Ｇ教会

のようなペンテコステ派やカリスマ派の流れを汲んだ

礼拝では、礼拝がどのように進行するかという大枠は

決まっているものの、その細部まではあらかじめ決め

られていない場合が多い。Ｇ教会の礼拝を子細に検討

すると、ミュージシャンたちの演奏が礼拝の場面を明

確に区切っていることがよくわかる。上の事例でいう

と（あらかじめどこで行うかを詳細には決めていない）

聖餐式の開始を牧師が告げたと同時に、ミュージシャ

ンはそのための楽曲を演奏しはじめたところなどが、

その典型である。ところで、礼拝儀礼の場面が移行す

るということは、単に特定の儀式が行われる場面の変

化のみを指すのではない。信者たちの〈気分〉を集合

的に変えるのである（この論点については、次節でさ

らに適当な例をあげて論じる）。たとえば、シャウト

が連鎖している瞬間では信者たちは特定の〈気分〉を

共有しているようだが、それを媒介し保証しているの

はミュージシャンらの演奏する「シャウト音楽」にほ

かならない。

　ここでつけ加えておく必要があるのは、サウンドが

場面を区切る際には、その移行があくまでも「自然」

で「継ぎ目がない」ようでなければならないことであ

る。Ｇ教会で、たとえば音楽ミニスタのＫなどがその

ことに特に気を配っていることは、非常によくうかが

える。たとえばＫは、《主の祈り》、讃美歌、クワイア

歌唱の 1曲目、その 2曲目のあいだにほとんど間を入

れていないか、間をあけすぎないようにして、間延び

することを避けているようである。また、牧師やミニ

Ｇ教会の礼拝儀礼を参考にして分類したサウンドのタイプ

と想定される場面

Ⅰ．前景的サウンド

１．歌唱（の伴奏）

ⅰ．クワイア歌唱

ⅱ．会衆歌

２．信者のシャウトに合わせて演奏されるサウン

ド

ⅰ．シャウト音楽の基本パターン

ⅱ．シャウト音楽のバリエーション（複数存

在する）

ⅲ．シャウトを期待させるようなサウンド

ⅳ．「期待させるようなサウンド」から「シャ

ウト音楽」に移行するサウンド

３．宗教的発話に合わせたサウンド

ⅰ．チャント風の発話に呼応させるサウンド

４．場面を作り出す演奏（本事例における聖餐式

や献金時に演奏される曲）

Ⅱ．背景的サウンド（スピーチあるいは場面の移行

時に演奏するサウンド）

１．スピーチ時

ⅰ．特定の曲を模倣したサウンド

ⅱ．特定の曲を模倣したのではないサウンド

（スピーチに呼応させる場合など）

２．場面の移行時

ⅰ．特定の曲を模倣したサウンド

ⅱ．特定の曲を模倣したのではないサウンド

（スピーチに呼応させる場合など）

Ⅲ．演奏しない

１．誰かのスピーチその他の行為が行われている

場合

２．その他
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スタたちのスピーチに会衆の合いの手（レスポンス）

と呼応させて演奏されるサウンドなどは、礼拝儀礼の

場にいれば、それと気づかないこともありうる。

私がこの「継ぎ目のなさ」の重要性に気づき始めた

のはしばらく前のことだが、その後、アメリカの黒人

作家トニ・モリスンがそれに似たことを、「黒人音楽」

のみならず「黒人芸術」のエッセンスであるかのよう

に（ポール・ギルロイとのインタビューで）語ってい

ることを知って驚いたことがある。少し長いが、以下

に引用しよう。

アメリカの黒人は、自分たちの経験を芸術、と

りわけ音楽に翻訳することによって、困難に耐え

忍び、癒され、育まれてきました。それは実用的

なものなのです。……私が（文学と）いつも比較

してきたのは音楽です。というのも芸術のあらゆ

る戦略がそこにあるからです。すべての複雑さ、

そしてその規律がそこにあります。すべての仕事

は即興によって行われなくてはならないのです。

……黒人芸術になによりも必要なのは、すでに手

元にある事物を利用する能力と、すでに手元にあ

る事物を使っているように人に見てもらうことで

す。しかも、努力していないように見えなければ

ならない。それはクールで簡単に見えなければな

らないのです。もし一生懸命やっているように見

えたら失敗です。継ぎ目や縫い目が見えてはいけ

ないのです。私は、取り消すことが不可能なまで

に完全に「ブラック」であるような文章を書こう

といつも努めてきました。……もし私の文章が真

に意味で黒人文学（ブラック・リテラチュア）で

あるとしても、それは私が黒人であるから「ブラッ

ク」なのではないだろうと考えました。主題とし

て黒人をあつかっているから「ブラック」なので

はないとも考えたのです。それは、だれもがそう

であると了解できるように、文や構造や質感や語

感がまとめあげられたときに、生来の、土着の、

なにものかになるのです。私が音楽の比喩を使う

のは、それが世界中いたるところへと広がること

のできるものであり、しかもなお「ブラック」で

あり続けているからです。（ギルロイ，2006： 153-

155に引用；下線による強調は引用者による）

モリスンがここで念頭においているのは、黒人芸術

や、モダン・ジャズのような大衆芸術のことであろう。

しかし私としては、ここで記述してきた民衆的な黒人

ペンテコステ派教会の礼拝儀礼に息づく美学が、彼女

の指摘とほとんどぴたりと一致することに驚きをおぼ

える。（というよりそもそも、黒人大衆文化の魅力は、

それが黒人民衆文化との深いつながりを保ってきた―

―少なくともそう見えてきた――という事実にあると

言えるのかもしれないが）。モリスンの指摘が正しく、

それが私のここでの関心に直接つながっているのだと

すると、私がここで明らかにしようとしている参加型

音楽としての礼拝儀礼の研究は、黒人大衆音楽や黒人

芸術一般に通底する美学の研究に関わってくるという

ことになるが、その検討は別の機会に譲らざるをえな

い。

　さて、この「継ぎ目のない」演奏を達成するために、

ミュージシャンたちの一体感がこの上なく重要なこと

は、いくら強調してもしすぎることはないであろう。

Ｇ教会で演奏される楽曲は（その音楽的な構造からす

れば）いずれも基本的にごく単純なものにすぎない。

それらの曲が礼拝儀礼のなかで意義深いものになるの

は、どのタイミングでその曲を演奏しはじめ、どの部

分をどれくらい繰り返し、いつ終了させるか、といっ

た判断に依存している。――もちろん、これに「どん

なふうに力いっぱい歌うのか」という要素もあるが、

実際のところ、適切な繰り返しによって歌い手（たと

えばクワイア）自身がさらに歌唱に没頭するというこ

ともある。

　また、シャウトは礼拝儀礼のハイライトとも言うべ

き瞬間だが、そこで演奏されるシャウト音楽も、基

本的にはごく単純なフレーズの繰り返しにすぎない。

シャウトが起こる場面がこの上なく劇的になりうるの

は、信者たちの行動や態度にミュージシャンが注意を

配ったりしたり呼応したりするからである。上の記述

でも強調した通り、そうした即興的な方針はＫの合図

およびサウンドそれ自体によって、ミュージシャンた

ちの間でしっかりと共有されているのである。

　次に検討するのは、Ｌ使徒教会（Apostolic Church）

における礼拝儀礼の一部分――シャウトが発生、連鎖、

持続した 30分余りの場面である。

　Ｌ教会は、セントルイス市の南部に位置するペンテ

コステ派である。教会の創立は 1976年で、つい最近

初代のＡ牧師がなくなっている。日曜礼拝への参列者

の数は 50人～ 70人と、規模としてはかなり小さい。

ペンテコステ派のなかでもかなり古典的かつ伝統的な
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タイプであり、たとえば、1週間のうちに礼拝プログ

ラムが（日曜朝の礼拝を含めて）5回もあり、信者た

ちは時間のある限りそれらに出席することを求められ

ている。また、女性メンバーには（礼拝時以外の私生

活でも）常にスカートを着用すること、化粧を控える

こと、必要最低限のアクセサリーしか身につけないこ

となどの規則があるし、また婚前交渉が罪であるとい

うことも繰り返し語られている。こうしたルールで信

者を「縛る」やり方は、最近の、個人主義志向になり

つつある教会運営においてはあまり重視されない。裏

返して言えば、Ｌ教会はいまだに共同体的な環境を

保った教会と言えるのかもしれない。

　礼拝儀礼の面でいえば、Ｌ教会の礼拝はとにかく長

い。平均しておよそ 4時間近くあり、しかも礼拝の開

始が 11時と遅いので、日曜の朝礼拝を終えると、残

りをショッピングなどで使うことはかなり難しい（こ

れも近年では避けられつつある傾向である）。信者た

ちもこの傾向についてははっきりと意識しており、イ

ンタビューしてみてわかったのは「この教会には愛着

があるが、唯一の不満は礼拝が長いことだ」と多くの

信者が考えていることである。

　Ｌ教会の場合、礼拝が長いということは、礼拝の進

行で即興的に決められる余地がそれだけ多いというこ

とを意味する。たとえば、礼拝の開始部分であるディ

ヴォウションでは、信仰告白と会衆歌を延々と繰り返

し、牧師らの準備が整うのを待つのだが、これが 1時

間ほど続くのが当たり前なのである（Ｇ教会の場合、

信仰告白は 3名までと決まっていたが、これは礼拝を

スケジュール通りに進めるためである）。また、Ｌ教

会ではいったん始まったシャウトや異言の連鎖がなか

なか収まらないことがあるが、そのために礼拝の時間

がぐっと伸びることがある。これは、Ｇ教会などと比

べると聖霊的な実践に関与する信者が多いことに関連

する――古典的な使徒教会らしく、Ｌ教会では聖霊に

満たされることは信仰上不可欠なものとすらされてい

るのである。

　Ｌ教会ではミュージシャンに給料を払っているわけ

ではないが、キーボード奏者のＰとドラムスを担当す

るＤの腕前は相当なものである。Ｐは副牧師Ｂの長男

で、17歳のころからキーボードを弾きはじめ、ほど

なく礼拝でも演奏するようになった。彼が演奏を始め

た当時（15年ほど前）は、彼の他に 3，4人のミュー

ジシャンがいたが、Ｐは瞬く間に他のキーボード奏者

を追い抜いて、故Ａ牧師にリード・ミュージシャンに

任命された。Ｄは故Ａ牧師の末っ子で、Ｐよりも少し

年下の男である（ドラムをたたける信者は、Ｄの他に

も何人かいるが、いずれもそれほどうまいわけではな

い）。このほかにも、二十歳前のＭがサックスを吹き、

比較的新しいメンバーのＬがコンガを叩いているが、

彼らの腕前はまだ初心者レベルにすぎず、礼拝の進行

に積極的に貢献するほどのものとは言えない。

　Ｌ教会のミュージシャンのうちで、バンドと同じく

重要なのは「賛美隊（Praise Team）」と呼ばれるコー

ラス隊である。10代後半から 40歳くらいまでの女性

メンバーが中心で（なかには例外もいる）、牧師や礼

拝リーダーが礼拝中にゴスペル歌やプレイズ歌を歌い

始めた時に、すぐにそのコーラスを担当するのである。

こうした役割の人々をもつ教会を私は他に知らないの

で、これはおそらく故Ａ牧師のアイディアだったのだ

ろう。彼らは、腕の良いオルガン奏者一人分くらいの

役割はあるとみてよい。また、賛美隊のメンバーの多

くは、ディヴォウションで会衆歌をリードする役割も

担っている。

【事例２　Ｌ教会におけるシャウトの連鎖と持続】

　以下で記述するのは、礼拝の途中でシャウトの発生

と連鎖が何度か繰り返した、30分余りの場面である。

特に気をつけて記述したのは、礼拝リーダー（この場

面では副牧師のＭ）、ミュージシャン、賛美隊のあい

だのインタープレイ、そして平信徒同士のインタラク

ションである。

13時30分10秒　　小編成のクワイアの演奏が終わり、

副牧師のMがスピーチを行う。スピーチは力強

く、キーボード奏者 Pとドラム奏者 Dが背景的

な演奏を行う。

13：32：00　　スピーチにさらに力がこもってくると、

ミュージシャンたちの演奏は明らかに副牧師M

の発話に呼応するようになってくる。

13：32：07　　副牧師Mが「彼はちょうどよい時間

に入ってきた！　He stepped in just in time! （＝私

たちが悪い状況にあった時にこそ、神は私たち

を救うためにやって来られた、の意）」と、長身

と長い手足をいかした素晴らしいジェスチャー

をつけて叫ぶと、牧師やミニスタをはじめ、会

衆たちが喝采を送る。Mは続けて「彼は入って

きた！　彼は入ってきた！」と何度も繰り返す。

13：33：05　　「もう一度、（ジェスチャーも一緒に）
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私と一緒にやりましょうよ！」と叫んでから、「彼

はまさにいいタイミングでやってきたのよ！」と

やって見せる（写真 4-8）。今度は説教壇に立つも

う一人の副牧師 Bも立ち上がって一緒に足をそろ

りと踏み出すジェスチャーを真似る。

13：33：15　　クワイア席にいるミニスタ Nがシャ

ウトをはじめ、両脇にいるミニスタ Pとミニスタ

Bが歩み寄る。

13：33：23　　副牧師 Mは “Give it to this!”と、――

おそらくミュージシャンたちに向かって、シャウ

ト音楽を始めろ、という意味合いで――発言する。

13：33：26　　ほんの少し遅れて、ミュージシャンが

シャウト音楽の準備を始める。直後に数名のミニ

スタと信者がシャウトを始めている。

13：34：00　　副牧師Mはバンドの演奏をやめさせ

ると（写真 4-9）、大音量のシャウト音楽はいった

んやむが、基本リズムとキーボードの期待させる

ようなフレーズはなり続けている。

13：34：07　　副牧師 M、信者たちに向かって「も

う一回。覚えてる！？　さあ始めるわよ」と言う

と、信者たちも期待満々の表情。Mはもう一度「彼

は入ってきた！」と叫ぶ。ミュージシャンたちの

伴奏は再び大きくなってくる。

13：34：30　　副牧師Mは、シャウト音楽のリズム

に合わせて、“He pulled me out!”（＝彼は私を引き

抜いてくれた）と、歌うように繰り返し、「彼は

恐ろしいところから私を引き抜いてくれたわ！」

と、これも再び身ぶりをつけて叫ぶ。信者たちの

多くはシャウト音楽に合わせて体を揺らすなどす

る。

13：35：30　　副牧師Mは、シャウト音楽に合わせ

て「踊って、踊って、踊って、一晩中踊って！」と、

歌うように叫ぶ。

13：36：10　　副牧師M、シャウト音楽に合わせて

“Praise! Praise! …”と歌い始める。すぐに賛美隊

（praise team：礼拝でのコーラス隊）の Sがマイ

クに歩み寄り、“Praise”と合いの手を入れ始め、S

に続いて別の賛美隊の一員 Cもそれに続く。

13：37：05　　副牧師Mがいったん演奏をやめさせ（と

はいえ、完全にやむわけではない）、「さあ、次に

行きましょう（＝礼拝を進めましょう）」と言っ

たかと思うと、すぐに「あの恐ろしい落とし穴に

はまっていたのは誰？　Who’s in the horrible pit?」

と手をあげさせる。と、ほとんどの信者が手を

あげる。そのままMが激しくスピーチを行うと、

ミュージシャンの演奏もすぐに息を吹き返す。信

者の数名がそこかしこでシャウトを行っている。

――たとえば、礼拝堂の後方ではアシャーをして

いる中年の女の Tがシャウトをして、彼女の娘

ほどの年齢にあたるまだ十代の Cが Tの背中に

手を当てて、シャウトへの「関与」を行っている。

13：38：55　　副牧師M、再度演奏を止めさせて、会

衆を着席させる。キーボードもドラムスも背景的

な演奏は続く。Mのスピーチは先ほどのようで

はないが、まだ力強い。

13：40：00　　副牧師M、「礼拝を進行させましょう。

次は pulpit expression（＝平信徒らが説教壇から話

す機会のこと）があります」と、明らかに礼拝を

次の段階に進めようとするが、伝道師（Evangelist）

Nが先ほどまでの（シャウトや異言が巻き起こっ

ていた雰囲気の）余韻からか、周囲にも聞こえる

ほどに異言を放っている。

写真 4-8　大げさなジェスチャーで、「神が最高のタイミグ

で助けてくれる！」とスピーチする副牧師Ｍ 写真 4-9　副牧師Ｍの合図によって、バンドの演奏はピタリ

と止む
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13：40：10　　副牧師Mが伝道師 Nの発話に気づき

「いいのよ、伝道師 N。『私が知っているようには、

あなたは知らない』という歌があるもの」と言う。

13：40：25　　Mは「（エルダー）M、彼は依然…（聞

き取り不能）…だったのよ。」と言い、続いて「ハ

レルーヤ！　もう駄目な奴じゃないわ！」と叫ぶ。

伝道師 Nがシャウトを始める。ミュージシャン

たちはシャウトを予感させるようなドローン風の

サウンドを鳴らす。

13：40：40　　副牧師M、「もうそれをしなくてもい

いの！」と叫ぶ。

13：40：45　　身体を震わせていたミニスタ Bとミニ

スタ Nがシャウトを始める。ほんの一瞬遅れて、

近くで座っていた副牧師 Bも立ち上がってシャ

ウトを始めた。同時に、ドローン風の演奏はシャ

ウト音楽に転換する。エルダーMらが副牧師 B

に、賛美隊の Jが２人の女ミニスタに歩み寄る。

信者のなかにもシャウトをする者がある。副牧師

のMは説教壇の後ろからオルター（祭壇）の前

に歩み出てくる。

13：41：35　　副牧師 Bに歩み寄っていた平信徒の

Mもシャウトをしている。ミニスタらや前方の

席に座っていた信徒たちが祭壇（オルター）に集

まり始める。ミニスタ Bとミニスタ Nは礼拝堂

の通路を駆け回り始める。

《しばらく、礼拝堂のあちこちで同時発生的にシャウ

トが起こる――そのため、何かひとつのことに注目し

てビデオ撮影を行うことも、記述を行うのも極めて難

しい。》

13：43：15　　オルターの方に背を向けてシャウトし

ているエヴァンジェリスト Nのお尻を、ミニス

タ Pが隠すようなしぐさをする。

13：44：00　　副牧師 Mが説教壇の向こう側から、

彼女の孫娘の Bに「いいのよ、B。いいのよ」と

語りかけると、写真を撮影していた Bもシャウ

トを始めた。両脇にいたミショナリ Hと Kが、B

が首から下げていたカメラを取り上げる。（写真

4-10）

13：44：45　　副牧師 Nが、ごく最近にメンバーになっ

た（おそらくまだ聖霊に満たされたことのない）

男が身体を揺らしているそばにやってきて、背中

をさすったり声をかけたりしている。その横を L

が、弟の Aに腕を引かれて礼拝堂を走る。

13：44：55　　Kがシャウトをしており、それに副牧

師のM（Mは Kの甥の娘にあたる）が “K, COME 

ON!”と声をかける。

13：45：00　　ミショナリの Cが甥で小学校の最低学

年生の Dをオルターに連れて行く。

13：45：25　　ミショナリの Kが、少し前まで礼拝

堂を弟に連れられて走っていた Lに按手を行った

り、腹に手を当てたりしている。Lの後ろには弟

の Aがいて、Lを支えている。

13：45：50　　まだティーネイジャーのMがオルター

で聖霊を感じ、手をあげている。そばにはエルダー

Mが手をかざしている。

13：46：00　　ミショナリ Cが甥の Dに按手を行っ

ている。

13：46：33　　先ほどまで Lに按手をしていたミショ

ナリの Kもシャウトをしている。

13：46：35　　少し前まで座っていたベンチのそばで

身体を動かしていた Cが、通路に出てきてシャ

ウトをしている。Cのそばにはアシャーの Kがい

る。

13：47：50　　シャウト音楽が止む〔副牧師Mがや

めさせたとみてほぼ間違いない〕。

13：47：55　　副牧師M、「私を見て、私は自由。す

べての罪は去ってしまった」という意味合いの

ワーシップ歌（worship song：中くらいからゆっ

くりとしたテンポの歌）を歌い始める。

13：48：00　　オルターにいたミショナリ C（彼女は

Mの姪）が、すぐに賛美隊のマイクに近寄り、M

のバックコーラスを歌い始める。（写真 4-11）信

者たちの多くは、両手を大きく広げるなどしてい

る。

13：53：10　　リードをとっていた副牧師Mの合図で、

ワーシップ歌がいったん終了。

写真 4-10　筆者の依頼で写真を撮っていた信者のＢがシャ

ウトをはじめると、すぐに両脇にいた信者が彼

女の首に下がっていたカメラをはずした
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13：53：15　　すぐに副牧師が同じ曲を、スピーチを

交えつつ歌い始める。賛美隊のポジションには三

人がおりコール＆レスポンスの歌唱を聴かせる。

（おそらく）副牧師Mの指示で、教会の会計係が

献金の準備を始める。

13：55：00　　いつの間にか、隣り合ったミニスタ P

とエヴァンジェリスト Nが、２人の両手を白い

ハンカチでつなげている。

13：55：20　　「自由になった！」と歌うところに合

わせて、２人をつないでいたハンカチを離してみ

せるジェスチャーをする。２人は大いに楽しそう。

（写真 4-12）

14：06：20　　ワーシップ歌が終了。会衆は拍手をす

る。礼拝儀礼は献金に時間に入る。（L教会でも

献金中には、賛美隊がそのための歌を歌う。）

　【事例１】でみたＧ教会と同じく、Ｌ教会においても、

礼拝リーダー、ミュージシャン、賛美隊の生み出すサ

ウンドが、礼拝をかたちづくるのに大きな役割を果た

していることがわかる。副牧師Ｍのスピーチに対する

呼応的なサウンド、シャウト音楽、副牧師Ｍと賛美隊

によるコール＆レスポンス形式が多くを占める会衆歌

などが、その場で即興的に組み合わせられることで、

礼拝が進行してゆく。この時にみられる、礼拝リーダー

とミュージシャン、礼拝リーダーと賛美隊、信者たち

とミュージシャン、といった数々のあいだにあるイン

タープレイやインタラクションは、この上なくタイト

なものである。ところで、Ｇ教会と比べると、Ｌ教会

のインタラクションには微妙な（しかし重要な）違い

もある。

　第一点目。――Ｌ教会における礼拝儀礼の進行のイ

ニシアチブを握っているのは、明らかに礼拝リーダー

（この場合は副牧師Ｍ）であってミュージシャンでは

ない。たとえば、“13：33：23”あたりでミニスタＮがシャ

ウトをはじめているが、ミュージシャンたちは副牧師

Ｍからそれらしき合図が出るまでは、本格的なシャウ

ト音楽の演奏をはじめていない。もちろん、Ｇ教会に

しても礼拝進行の根本は牧師が握っているのであり、

Ｌ教会にしてもミュージシャンの方で独断を下すこと

もある。しかし、ミニスタＮがミュージシャンたちの

すぐそばにいたことを考えると、これがＧ教会であれ

ばすぐにシャウト音楽が始まったところではないかと

思わされる。

　第二点目。――Ｇ教会の場合、ミュージシャンと信

者のあいだには明確な区別――すなわち、サウンドを

提供する側と霊的なふるまいをする側という区別が存

在するのに対して、Ｌ教会ではその区別がやや曖昧に

なることがある。特に賛美隊の存在は両義的である。

彼らは一方では礼拝リーダーにしたがってサウンドを

提供する側にありながら、もう一方ではシャウトをし

たり異言を放ったりすることもある。別の言い方をす

ると、核となる楽器（特にドラムズ、オルガン、キー

ボード）を演奏するミュージシャンだけが霊的な身ぶ

りから距離を置いていられるし、そうすることがある

程度必要、ということであろう。２）

　第三点目。――Ｇ教会と比べると、Ｌ教会ではシャ

ウトが発生・連鎖するときの平信徒同士のあいだのイ

ンタラクションが多く確認できる。――たとえば、ミ

ニスタＮのシャウトに対するミニスタＰとミニスタＢ

の歩み寄り（“13：33：05”）、エルダーＭが副牧師Ｂ

に歩み寄った場面（“13：40：45”）、ミニスタＰがエヴァ

ンジェリストＮのお尻を隠した場面（“13：43：15”）、

ミショナリＣが甥のＤをオルター（祭壇）あたりに連

写真 4-11　シャウトの連鎖が続くなかでも、副牧師Ｍがワ

ーシップ・ソングを歌いはじめたところで、賛

美隊がコーラスをくわえる

写真 4-12　副牧師たちの歌に合わせて、その場で思いつい

た寸劇を披露する 2人のミニスタ
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れて行き接触したという一連の行動（“13：45：00～ ”）

等である。別稿で述べたように、シャウトが正しく成

立し、持続するには周囲の信者による歩み寄りやサウ

ンドによる〈関与〉が不可欠であるが（野澤，2010）、

これらの行動はいずれもその実例である。もちろん、

Ｇ教会にも信者同士の関与はあるのだが、Ｌ教会では

それがさらに顕著である。ビデオを撮影したり、その

記録を記述しようとしても、Ｌ教会の礼拝儀礼は人々

の行為の焦点があまりに多くあるため、Ｇ教会と比べ

ると格段に難しく感じる。これは、Ｌ教会の方が礼拝

への参列者が少ないことを考えると、一見不可解であ

ろう。

　この疑問は、Ｌ教会における「シャウトする者―関

与者」の関係を個別にみてゆくと、ある程度解消する

ことができる。周囲の信者がシャウトする信者に関与

する場合、両者は「血縁関係にある」、「同年代同士で

ある」、「同じころにメンバーになった」、「メンバーの

ヒエラルキーのなかで近い者同士」、「同性」などの関

係に当てはまるケールが多いが、Ｌ教会のように伝統

的で小規模で、信者に多くのコミットメントが生じる

ペンテコステ派教会では、信者同士の人間関係にＧ教

会と比べるとずっと深みがあるのである。そしてもう

ひとつ、Ｌ教会は古典的な使徒教会らしく、「聖霊を

受け取ることがほとんど必須である」という点である。

シャウトを踊ることは、（異言に並んで）聖霊を受け

取ることのもっとも明白な表明なのだから、そもそも

Ｌ教会ではシャウトを踊る信者の割合が非常に高い。

　ところで、「聖霊が必須」であることと「信者同士

の関係が濃密である」ということは、考えようによっ

てはかなり重なる事柄である。というのも、私の考え

によれば、聖霊的表現たるシャウトには相互に自発的

な対面相互行為が必要になってくるが、これは（ゴフ

マンのいう「相互行為史」が積み重ねられることで育

まれるところの）集団の親密さがあればあるほど予測

可能になるものと考えられるからである。したがって、

「聖霊」は単に個人の信仰の表示なのではなく、個人

の共同体への帰属意識を自他に顕示する一個の「表現」

であると把握する方が適切である。

　以上の理路は、第四点目の指摘にもつながる。――

Ｌ教会では、シャウトに関連するサウンドのタイプに

は、「シャウトを期待させるサウンド」、「シャウト音

楽に移行するサウンド」、「シャウト音楽」、それに「プ

レイズ歌」しかない（Ｇ教会と違ってＬ教会ではプレ

イズ歌でもシャウトが起こるが、この大事な現象につ

いては別稿で考察を行う）。Ｇ教会のように、シャウ

ト音楽に明確な “変化 ”を与えるような変奏のパター

ンが確立していないのである。先の指摘とあわせて考

えると、この事実は、シャウトの持続が信者同士のイ

ンタラクションで十分に保証されているためだと考え

ることができる。反対に、Ｇ教会であれほどにシャウ

ト音楽のバリエーションが発達しているのは、Ｌ教会

と比べて信者同士の関係が希薄な分をサウンドがカ

バーしている、というふうに考えうるであろう。Ｇ教

会でミュージシャンたちが生み出すサウンドが「シャ

ウトを促進している」のに対し、Ｌ教会のミュージシャ

ンたちは「黒子」に徹していて、サウンドによって信

者たちの「相互行為を促進している」と考えることが

できる。

【事例３　平信徒の歌唱に伴奏を合わせる場面】

　ミュージシャンがいかに「黒子」でありうるか、そ

の例を次にあげよう。場面はディヴォウションで、信

徒たちの信仰告白と会衆歌が繰り返させているところ

である。

11時 23分 30秒　　信仰告白のために、アシャーを

している中年女性の Iが前に出て、マイクを手に

する。最初に定型スピーチを行ってから、信仰告

白として歌を披露することを告げる。

11：24：00　　“I’m So Glad that Jesus Lifted Me”を歌い

始める。会衆歌としてもかなりポピュラーな歌だ

けあって、キーボード奏者の Pはすぐにそれに伴

奏をつける。間もなくドラムスも伴奏に加わる。

11：24：30　　Iはどうやら彼女には低すぎる調（キー）

で歌い始めたようで、歌っているうちに伴奏とう

たが合わなくなってきた。ちょうど良い具合に P

がキーボードの調をあげて、Iの歌っているメロ

写真 4-13　信仰告白で歌を歌った信徒のＩ（手前）と、そ

の後ろで伴奏をつけるキーボード奏者のＰ
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ディーに合わせる。（写真 4-13）

11：25：00　　Iの歌声の調がさらに高くなり、再びキー

ボード伴奏と合わなくなってくる。Pはキーをも

う一度上げて、Iの歌声に合わせた。

音楽面のリーダーであるキーボード奏者のＰは、たと

えばクワイア歌唱のリハーサルでは、信徒たちを指導

する役割をもっている。しかし礼拝がいったんはじ

まってしまった場面では、Ｉの――演奏家の視点から

すれば「まずい」としかいいようのない――歌唱にも

合わせなければならないのである。この一場面からは、

教会のミュージシャンの仕事ないし役割が礼拝儀礼を

円滑に進行させることであることが、非常によく理解

できる。

　以上の３つの事例から、参加型音楽の実践における

サウンドのはたらきについて、ある程度のことが言え

るだろう。すなわち、サウンドが儀礼（ないし出来事）

のなかで場面を分節するという機能である（もうひと

つの機能、サンドが人々の相互行為を強力に促すとい

う点に関しては、次節で述べる）。サウンドのこうし

た利用は、「上演型」の音楽を演奏するのとは根本的

に異なったモードに基づいているようだ。まず、上演

型の音楽の演奏では、背景から際立つサウンドを作る

ことが不可欠だが、黒人教会の儀礼音楽では、スピー

チの背景や、場面の背景に（文字通りバックグランド

音楽のように）収まりつつも、雰囲気を作り出すタイ

プのサウンドが欠かせない。また、スピーチに呼応す

るサウンドやシャウト音楽のように、「音楽」が主役

に躍り出ないながらも、大音量で演奏され、サウンド

が強烈に前面に出てくるタイプのサウンドもある。

　これらの音楽を演奏するためには、当然、十分なス

キルが必要になるが、ミュージシャンはといえば、場

面の進行上、礼拝リーダーや平信徒につき従いつつ演

奏する、という態度が求められる。また、サウンドは

場面を分節するとはいえ、演奏自体に継ぎ目があって

はならない。そのためには、ミュージシャン同士のあ

いだ、さらにはミュージシャンと礼拝リーダー、ミュー

ジシャンと信者のあいだに有機的なつながりがなけれ

ばならない。Ｇ教会で顕著だったが、バンドの意思の

疎通のタイトさは、その意味で不可欠なものであった。

　ところで、Ｇ教会とＬ教会の礼拝儀礼を並べてみる

と、「参加型音楽」と「上演型音楽」のあいだの区別

がさして明白でもないことがわかる。つまり、両者を

比べてみると、Ｇ教会の方がやや「上演型」に振れて

いるのがわかるのである。両者の違いは確かに微妙だ

が、音楽的な面ではＧ教会の方がずっと洗練されてい

る。たとえば、クワイア歌唱に音楽ミニスタＫが求め

る完成度はＬ教会のそれとはずっと高いが、これはＧ

教会におけるクワイア歌唱が「確実に会衆をエンター

テインさせつつ、聖霊的熱狂に巻き込むもの」でなけ

ればならないことを意味する。他方で、Ｌ教会での信

仰告白での歌唱の場面などを見ていると、Ｌ教会にお

ける歌唱は「場をもたせるため」のようにすら感じら

れるのである。こう言うからといって、Ｌ教会が音楽

的でないというのではない――Ｌ教会の礼拝儀礼で音

に満たされている感覚は、Ｇ教会に負けないほどに強

烈である。むしろ、クワイア歌唱のように明らかな上

演型音楽の実践の際にも、Ｇ教会の全体的な参加型の

モードが生きている、と言った方が正確であろう。

３．身体を共振させる

　前節の事例からわかるもうひとつの重要なサウンド

の機能は、リズムが信者同士の相互行為を強力に促進

するという側面である。シャウトにみられる「シャウ

トする者―関与者」の関係も、信者とミュージシャ

ンの関係も、礼拝リーダーとミュージシャンの関係

も、シャウト音楽の強力なリズムを基盤にしてはじ

めて「対面相互行為フレーム」（リード，2000：265-

270）にすんなりと入ることができる。生態心理学者の

エドワード・リードは、リズムが相互行為にとってい

かに中心的な役割を果たしているかという重要な問い

を掘り下げるのに、たとえば、リズムに関する以下の

ような仮説を検討すべきではないかと述べる。（リー

ド，2000：281）

l	 マルチモーダルであるために、特に知覚と行

為をリンクさせることに役立つ。

l	 パートナーの行動に対する予測や期待を容易

にする。

l	 協調的な調整と協調的な情報ピックアップを

容易にする。

l	 情動変化の協調を容易にする。

l	 行為と意識の流れを区切り、ひいては分節す

ることに役立つ。
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第５点目などは、前節で検討したサウンドの機能と同

じことを言っているのだが、リードはここで特に幼児

の発達について論じているようでもあり、リズムによ

る分節化がより音楽的になったものが先の事例である

と考えることもできるだろう。（なお、４点目の情動

ないし感情については、次節で検討する。）

次に検討するのは、サウンド（特にリズム）が身体

を半ば無意識のうちにすら共振（シンクロ）させると

いう事例である。

【事例４　サウンドと動きによって身体がシンクロす

る場面】

　場所はＧ教会。クワイア歌唱の出来があまりによ

かったため、曲が終了しても伴奏がなり続き、それに

合わせて礼拝リーダーと賛美隊が歌い始める。音楽に

合わせてシャウトを踊ったり霊的なしぐさをする若い

男性Ｈのことを、二十歳の女メンバーＢが団扇であお

いでいる。そのうちに、Ｂの身体はＨの動きに同調す

る。

20時 54分 00秒　　クワイアが “Solder in the Army”を

歌う。――ミニスタをはじめ会衆席の信者たちも

おおきに沸き立つ。クワイア・メンバーのなかに

は、曲の途中からシャウトを始めている者がいる。

20：55：30　　クワイアがクワイア席から降りて各々

の席に向かってからも、バンドは伴奏をやめるそ

ぶりを見せないし、リードをとっているミショナ

リ Rは歌い続けている。R（おそらく）はマイク

をもって異言とうたを織り交ぜている。

20：56：30　　多教会のメンバーだが、クラリネット

を演奏するのとキーボード奏者Ｐの義理の弟にあ

たることでＬ教会とかかわりの深い H（30代半

ばの男）は、一番後ろから二番目の席で、ひとり

飛び上がりながら身体を回転させている。（この

時、副牧師Ｍの姪で二十歳の Bは Hから２列前

方の席で女友達と一緒にいた。）

《中略・・・オルター（祭壇）周辺で、ミニスタらを

中心にシャウトをしている者が数名。また、会衆席

でもシャウトをしているものが多数いる。副牧師の N

がマイクをもって礼拝をリードし、賛美隊が先ほどの

クワイアの曲のバックコーラスを歌っている。》

21：00：30　　ほんの１分弱ほどの間に、Bは Hのい

る列にやってきて、リズムに合わせて身体を動か

している彼のことを団扇で煽ぐようなしぐさ――

実際の両者の間にある物理的な距離や団扇のサイ

ズを考えると、Hの方に本当に風が送られている

とは考えにくい――をしている。

21：01：10　　B、Hの隣でシャウトのように身体を

動かしているかのように見える（ビデオカメラで

とらえたのは一瞬だったので、確実ではないが）。

21：01：40　　Hが聖霊に満たされたようなしぐさを

し、となりで Bは自分に風を送ったり、Hを煽

ぐようなしぐさをしたりしている。

21：02：10　　Hは飛び上がったり、身体を回転させ

たりしている。B、Hを煽ぐ。（写真 4-14）

21：02：20　　B、Hのことを、団扇をもった右手で

煽ぎつつ、音響を担当している Zと Cの方を見

ながら、――まるで、「ちょっと、コイツを団扇

で煽いでると、私も暑くなってくるわよ！」と言

わんばかりに――左の掌で自分の顔を煽いでみせ

る。（写真 4-15）

21：02：38　　ビデオカメラを副牧師の Nの方に向

写真 4-14　シャウトをしているＨを団扇であおぐＢ 写真 4-15　Ｈをあおぎながら、周囲に向かって笑いかける

Ｂ
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ける。

21：03：00　　見ると、Hがシャウトする動きとほと

んど同じような動きで、Bが身体を動かしている。

すぐに、２列前方で少し前まで Bと一緒に礼拝を

楽しんでいたティーンの娘Ｔが彼らを指さす。と

なりの男もこのシンクロ現象を発見して、笑う。

（写真 4-16）

21：03：10　　B、彼らの視線に気づいたかのように、

Hとのシンクロの動きを止め、再び Hを煽ぎ始

める（写真 4-17）。Hがその直後にくるりと軽い

身のこなしで身体を回転させるので、まるで Bの

団扇が彼を回転させているかのようである。

～ 21：04：40　　Hはシャウトし続け、Bは Hを断

続的に煽いでいる。

21：04：40　　Hの動きと Bの団扇の動きがシンクロ

する。Bは団扇をもつ手を休める時も、Hと同じ

リズムで身体が動いていることが確認できる。

21：06：00　　副牧師 Nの指示でシャウト音楽が止む。

続いて、Nはワーシップ歌 “I feel like going home”

を歌う。Hはまだ興奮さめあらぬ状態だが、シャ

ウト音楽が止んだことで、身体を律動的に動かす

ことはやめたようである。

　表情豊かなＢの顔つきを見ていると、Ｈがシャウト

をし続ける様子にあきれるかのように驚くさま、思わ

ず身体がシンクロしてその動きに没頭していたところ

から少し照れくさい気持ちで我に返るさま、自分の団

扇に合わせるかのようにＨが飛び回ることに笑いをこ

らえるかのようにしているさまが、この上なくよく読

み取れる。それにしても、この事例で何とも印象的な

のは、Ｂの身体が、まるで本人も気づかないうちに、

といったふうにＨの動きに共振する様子である。

　ところで私は、この現象を「リズムによる同調」と

いうよりは「サウンドによる共振（シンクロニティ）」

と呼びたい。何よりも「リズム」という言葉がサウン

ドの一構成要素しか意味しないかのようなニュアンス

が、黒人教会音楽の豊かな手触りやサウンドの存在感

を骨抜きにするおそれがある。機械的なリズムにも私

たちの身体は同調しうるかもしれないが、ここで記述

している身体の交感で問題となるリズムとは、複数の

身体のあいだでしか成り立ちえない有機的なそれであ

る。リズムはシャウト音楽の基盤にはなるし、リズム

が無くてはシャウトも成立しえないが、シャウトを出

現させ持続させるのは、やはり相互行為する身体同士

のあいだにある有機的なつながりに思えるのである。

４．感情を共有する――サウンドは他者の
身ぶりを身体化する

　残念ながら、私には、ここでそのサウンドの質自体

について述べるための概念的道具や語彙がない。しか

し、ひとつの傾向について指摘することはできる。そ

れは、参加的な黒人教会音楽におけるサウンドは、対

面する他者の動きや関与のイコン（類像）ないし延長

としてはたらくのではないか、ということである。リ

ズムの強いサウンドを通じて他者と身体を共振させる

こと、宗教的なスピーチに対して会衆のレスポンスに

呼応したサウンドを作り出すこと――こうしたことが

可能になるのは、サウンドが対面する状況にある他者

の身体運動のイコンないし延長となっているからでは

ないだろうか？　本節では、この点について、トラン

スダンスのシャウトについて「感情」をキーワードに

考察することにする。

　ところで、黒人教会の聖霊的実践と音楽のかかわり

写真 4-16　Ｈをあおいでいたはずが、いつの間にかＢの身

体はＨの動きに共振しはじめた
写真 4-17　Ｂの動きをみた友人たちが笑っているのに気づ

いたそぶりをみせたＢは、我に返ったかのよう

にＨのことを再びあおぎはじめた
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について感情を軸に考察する道筋としては、特定のサ

ウンドが「トランス」という「心的状態」を生成する

という、心理学および生理学よりの議論がある。すな

わち、音楽（ないしサウンド）が生理学的身体にはた

らきかけ、結果として「トランスという心的状態」を

生みだす、という仮説である。しかし本節では（この

説を否定するというのではないにせよ）それとは別の

筋道で、「音楽と感情」の間にある結びつきについて

指摘するつもりである。

【事例５　典型的なシャウト発生シーン】

　まずは、シャウトが起こるときの典型的な相互行為

をうまくとらえた映像の記述を行う。場所は G教会。

場面は、クワイアが二曲続けてアップテンポのゴスペ

ル曲を歌い、それに続く司会役の信者が力のこもった

スピーチをするところからシャウトが起こる、という

ものである。

～ 00分 00秒（直前までの流れ）　　クワイアが歌っ

たこの日の二曲目の〈God Did It〉は、テンポの

よいコール＆レスポンス形式を基本にした、黒人

教会ではとくに好まれそうな曲である。サビを繰

り返す部分になると、それまで曲調に比べておと

なしかった会衆がバラバラと立ち始める。立って

いる会衆はほぼすべて、また座っている会衆も、

繰り返されるレスポンス部分で “God did it!”と歌

いながら手拍子をしている。曲を繰り返すうち、

リード歌手の女性ミニスタ Cは説教壇の前まで

出てくる。彼女は繰り返されるテーマを生かして、

ジェスチャーを織り交ぜながらいかにも「力いっ

ぱい」というふうに歌い続ける。

00：00　　曲が終了すると同時に、この日の司会者の

女性 Aが Cよりマイクを受け取り、「ハレルヤ、

ハレルヤ！ 神はなさいました（God did it）！　

ハレルヤ……」、と前に歩み寄りながらスピーチ

を始める。一方でソロを歌い終えた Cは、元の

席（クワイア・スタンド）に戻るのだが、興奮冷

めあらぬ様子で上方を見上げて何ごとかを叫んで

いる。会衆席のなかでも、特にミニスタ席では大

部分が立ち上がっており、手を上げている者も少

なくない。司会者の Aが “He did again！ ”や “He’s 

worthy！ ”と繰り返すと、ミュージシャンはすぐ

さまその発話に呼応させるような演奏を始める。

会衆、特にミニスタ席近くの人々は、この一言ひ

と言に大声の相の手を入れたり、叫んだりしてい

る。

00：15　　Cがシャウトを始める。（この直後にすぐ

にミュージシャンがシャウト音楽を演奏しはじめ

なかったのは、Cの動きが彼らから見えづらかっ

たためかもしれない。）

00：18　　司会者がスピーチの続きで、（先の “He did 

again”に続けて）“……and AGAIN, and AGAIN, and 

AGAIN……”と何度か繰り返し、ミュージシャン

たちはその一言一言の合間に大きなサウンドを鳴

らす。Cのすぐ前にいる Fが頭を上下に大きく振

りながらシャウトを始める（写真 4-18）。

00：20　　Fが頭を降り始めて数秒もたたないうちに、

ミュージシャンらはシャウト音楽の始まりを告げ

る音楽を演奏する。クワイア・メンバーたちはす

ぐにシャウト音楽のテンポで手拍子を始める。

00：30　　司会者 Aはスピーチの文句を繰り返して

いたかと思うと、次は「ハレルー……！」と上

を見上げてジャンプをする。

00：35　　ここで、C，F，A，さらには音楽家とは反

対側に立っていた女性 Dが、八人掛けのベンチ

の真ん中辺りから、間に座っていた二、三人の子

供もものともせず壁側の通路に向けて走り出て、

激しくシャウトをはじめた（写真群 4-19）。彼女

の後ろにはアシャーの女性が寄ってくる。

00：50　　会衆のうち立っている者は基本的にシャウ

トの音楽にあわせて手拍子をするか、体を動かし

ている。しばらく後には、ミニスタ席にいる Bも

シャウトを始める。

01：10　　司会者 Aは体を折り曲げて何事かを叫ん

写真 4-18　後方にいるクワイア・メンバーのＣとＦとがシ

ャウトをするが、その姿は会衆からは見えづら

い
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でいたかと思うと、彼女も下を向いて駆け足をす

るようにシャウトを始める。

01：20　　Bの隣にいたMもシャウトを始める。こ

の瞬間、ほんの一瞬ではあるが、ドラム奏者がいっ

そう力強くスネアドラムをたたくのが聞いて取れ

る。

01：50　　Mと Sを除く全員が（もはや踊り疲れたと

いう風に）シャウトをやめた頃から、ミュージシャ

ンらは、シャウト音楽が終わりを予兆するような

演奏（しかし、サウンドパターンは始まりを告げ

るものと同じである）を演奏し始める。

02：20　　音楽は一旦終了。ミニスタらとステージ上

を除いたほとんどの会衆が座る。

02：40　　司会者 Aはすぐにスピーチを再開するが、

まだ説教調に抑揚がつく発話で、ミニスタらも

「ハレルヤ」等の発話をしながら手を振っている。

しばらく後には、再びスピーチに伴奏がつきはじ

め、ミニスタ席ではMとその隣の Hがそれぞれ

に顔を上と下に向けながら体を揺らす。説教調の

スピーチはすぐに「一休み」となるのだが（伴奏

もいったん止む）、一部の会衆は「ハレルヤ」等

の発話をし続ける。クワイア席にいる者もおおよ

そが座る。

03：00　　ここで、少し前から両腕を上にあげていた

Jが説教壇のすぐ後ろでシャウトを行い始めると、

再びシャウト音楽の始まり部分が鳴り始める。一

部の会衆（ミニスタらとクワイア・メンバーら）

がこれに合わせて手拍子を始める。

03：10～ 20　　Jのシャウトはすぐにミニスタ席の 3

人（M，H，L）に飛び火する。

03：30　　Jのシャウトはすぐに止んでしまうが、ミ

ニスタ席からさらに後ろの女性Wもシャウトを

始める。彼女が「ウワアァ～」と叫びながら頭を

前後に激しく振り始めると、案内役の女性が彼女

の額に片手をあて、もう片方の手でWの眼鏡を

はずす。Wの後方では、若い男性の Pがシャウ

トする姿も確認できる。この時点で立っているの

はシャウトをしている数名に加えて、せいぜい十

人強というところで、ほとんどがミニスタ席に座

る人々だから、礼拝全体にそれほど活気があるよ

うではない。しかし（だからこそ）、Wの大きな

叫び声だけは特別に良く響いている。

04：40　　Wと Pが程なくシャウトを終えると、音

楽は再びいったん収まる。しかし、オルガンはま

写真群 4-19　Ｄが座席から立ち上がり通路に出て、シャウ

トをするまでをコマ送りふうに提示したもの。

a

b

c

d
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だせわしないリフレインを繰り返しており、その

直後には（小さな音量ながら）ドラムのビートも

シャウトのテンポで加わっている。

05：05　　オルガン奏者とドラム奏者は会衆の方への

注意を怠らないが、ここでほとんどの人が着席し

ている。ミュージシャンらは、ここでようやく演

奏を終える。ただし、信者らから「ハレルヤ」等

の発話はまだ続いている。

05：05　　司会者Aはもはや説教調で話すことは無く、

本日のゲスト説教師の紹介役の女性ミニスタ Sに

マイクを手渡す。Sは “Praise the Lord! Praise the 

Lord!”と非常に力強く挨拶し、会衆もその一言ひ

と言に応答する。

05：30　　Sが説教調で再び「神はなさいました。ま

たなさいました（He did it, and He did it again）！」

と繰り返すと、女性ミニスタ Tがただ一人立ち

上がり、両足を大きく踏み鳴らして、時おり叫び

も交えたシャウトを行う。周りからも彼女に注意

を払うような（「イエー」等の）発話が聞かれるが、

ミュージシャンらは彼女の行動にほとんど注意を

払わない風である。

05：50～　　Sのスピーチは牧師の紹介に移り、会衆

は全員起立して牧師を迎える。

　この事例では、礼拝リーダー、シャウトをはじめる

信者、ミュージシャン、シャウト音楽によってシャウ

トに追従する信者……といった、複数の身体による

行為の連鎖が非常によく見える。――すなわち、最初

にシャウトをはじめたクワイア・メンバーの２人は、

会衆席からではあまりよく見えなかったが、彼らのす

ぐそばにいたミュージシャンは、直後にシャウト音楽

を演奏しはじめた。すると、さらにその直後に、クワ

イア席からはかなり離れていたところに座っていた信

者が、ベンチのなかほどから通路にまで走り出て、そ

こでシャウトをはじめたのである。記述が及ばなかっ

たところもあるが、基本的にシャウト音楽がはじまっ

て以降、数名の信者にもシャウトが連鎖していった。

　こうしたタイプの相互行為が可能になるには、

ミュージシャンは常にミニスタ、礼拝リーダー、そし

て会衆の様子に注意を払う必要がある。ところで、対

面相互行為に基づくこの演奏プロセスを「即興」と呼

ぶことも可能であろう。実際、ポール・バーリナーや

イングリッド・モンソンといった、モダン・ジャズを

研究した民族音楽学者が指摘しているように、ある種

の即興演奏は相互行為によって基礎づけられているの

である（Berliner, 1997; Monson, 1996）。

　次に考えたいのは、こうした相互行為が何によって

突き動かされているか、という問題である。これに私

なりの理路で答えるためには、まず、シャウトが「感

情的（emotional：情動的）な表現」だということを言っ

ておく必要がある。とはいえ、シャウトという身体表

現を改めて感情的なのだと説明する必要性を感じる人

は、おそらくあまりいないだろう。それは、あまりに

も自明に思えるからである。しかし、私たちが「シャ

ウトする信者は宗教的な感情を表出しているのだ」と

言うとき、そこには心身二元論が前提とされている。

つまり、信者の内側の「心」のなかにある「感情」が「身

体」の表面に現れる、という前提である。だが、私が

ここで「感情的」というときには、そうした「心」を

実体化したものを想定しているのではない。このこと

を説明するのに、別稿（野澤，2010）でも取り上げた

事例を再掲することにしよう。

　ペンテコステ派教会で一連のシャウトが起こるきっ

かけは、たいていの場合は一人かごく少ない複数の信

者のシャウトである。この時彼らのシャウトは、礼拝

の雰囲気（特にスピーカーの口調、音楽の調子、会衆

の雰囲気）から十分に予期できる場合もあれば、それ

ほどでもない場合もある。十分予期できない場面での

シャウトは、礼拝リーダー、音楽家、会衆の多くにとっ

て、基本的に唐突なものである。ここで検討するのは、

G教会において予期せぬ場面からある信者がシャウト

をはじめ、そこからシャウト音楽がはじまり、ある程

度の連鎖が続いたという場面である。

【事例６　予期せぬ場面からシャウトの連鎖がはじま

る場面】
00分 00秒（直前までの様子）　　ディサイプルシッ

プの最中より。この日牧師の招きに応えたのは数

名とかなり多い。牧師がおもむろによく知られた

曲を歌い始めると、会衆もそれに続いて数節歌う。

牧師は続いて「隣人よ！」と会衆に呼びかけ、そ

こから伴奏の伴うスピーチに移行する。会衆は拍

手や叫びでこれに応え、一部その場で飛び上がっ

たりシャウトしたりする者もある。ひとしきりス

ピーチし終えると、この日の司会者が登壇。会衆

はほぼ座るのだが、これまでの余韻はまだ残って

おり（２，３人立ち上がったり異言を行う者がい
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た）、司会者の口調もやや強い。ただし、BGM風

に流れる音楽はおとなしいものである。

00：00　　唯一立ち上がっている最前列のミニスタ S

が両腕を上にかかげて、「イェー！」と大声で叫

ぶ。これにあわせて司会者 A「それでは一緒に賛

美（praise）しましょう、ハレルーヤ！」と言うと、

ミュージシャンも BGMを鳴らし、会衆の多くも

挙手、拍手、発話を行う。

00：50　　会衆はいったん大人しくなり、ミニスタ S

も着席。司会者 Aは、この日の司会者を任され

たことに対する賛辞を述べてから、「ミニスタ N

よりアナウンスがある」ことを告げる。

01：10　　Nが前に出るのを待ちながら、（そしてい

かにもアナウンスの前に「最後に」という風に）

司会者 Aは「それでは、もう一度だけ神を賛美

しましょう」と言うと、会衆からは再び拍手。と

同時に、ステージ上真ん中辺りに座っていたミニ

スタ Bが、苦悶の表情を浮かべて、跳び上がって

両足で床を踏み鳴らし始めた。（写真 4-20）

01：30　　会衆の喝采に合わせるはずだった「音」は、

徐々に Bの体の動きに合わせるための「シャウ

ト音楽」に転換し始める。いつものドラム奏者 K

が不在で「代打ち」でドラムの前に座っている V

は、音楽ミニスタ Kの方をちらちらとみると、K

は Vに合図を送り、本格的に演奏を始めるよう

促す。（写真 4-21）

01：35　　ドラムが加わり、シャウト音楽が本格的に

始まる。これが達成されるかどうかという短い間

に、司会者 Aのスピーチは説教節になり、クワ

イア席でも数名が Bのシャウトのために立ち上

がって手拍子を始めた。シャウト音楽直後には、

A牧師ほか（ステージ上およびミニスタ席の人々

が中心）もすぐに立つ。司会者 Aもシャウトを

行う。

《以下は要約的な記述》

02：20～　　Bのシャウトはいったん収まり、ミュー

ジシャンもそれに続いて音量をおさえる。しかし、

その後も（再び）B，K牧師、さらに別の最前列

にいたミニスタがシャウトをはじめ、音楽もそれ

に随伴する。

03：50　　三人のシャウトが終わる。そのままシャウ

ト音楽も終了するかしないかのうちに、ミニスタ

Nはアナウンスを始める。Sはしばし手を上にか

かげていたかと思うと、すぐに着席した。

　G教会では、アナウンスの場面は基本的に礼拝中で

ももっとも静かな場面である。直前まで聖霊的な雰囲

気が盛り上がっていたとはいえ、ここで Bが突然シャ

ウトをはじめることを期待できたものはごくわずか

だったろう。特に、Bがただ一人激しく床を踏み鳴ら

し始めてから、シャウト音楽がはじまるまでに 30秒

近くもの長い時間がかかったところで、それがよくわ

かる。

　私は、シャウト生成のメカニズムを明らかにする論

文のなかでこの事例を提示した際、これを「他者との

〈没入―関与〉関係を構築しようとするための要求の

身ぶり」と名づけたことがある（野澤，2010）。〈没入

―関与〉関係とは、微視社会学者アーヴィング・ゴフ

写真 4-20　アナウンスが始まる直前に、突然シャウトをは

じめたＢ

写真 4-21　ドラムスを演奏していたＶに向かって、音楽ミ

ニスタのＫが演奏をはじめるよう促す
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マンによる「焦点の定まった集まり」の概念を援用し

て、シャウトを「相互に自発的な関与によって初めて

成り立つ関係」の一要素としてとらえるために考案し

た概念である。今、信者たちの間でサウンドが何を意

味しうるのかという問題を考えるのに、この説明モデ

ルをほんの少しだけ改造することが役立つように思え

る。すなわち、Bのシャウトが周囲の他者の関与を希

求する「表情をおびた身ぶり」という意味で、すでに

「感情的」だと把握する方法である（cf. 菅原，2002：

265）。

　身体コミュニケーションの次元を現象学的に記述し

ようと思えば、Bの身ぶりが感情的であったかどうか

を知るのに、彼の心的状態などを知る必要はない。ま

してや、Bの行為が「トランス」と呼びうることから、

民族音楽学者のジュディス・ベッカーのようにトラン

ス状態にある人間の神経システムが独自な興奮をもち

うること、それが特定のサウンドと関連をもつことを

論証する必要などない（Becker, 2004）。Bの飛び上が

りが周囲に十分に顕示的であり、それに対してミュー

ジシャンであれば演奏で、信者仲間であれば立ち上

がって彼の足踏みにリズムを送ってやることで応じる

こと――信者たちが「自然とそうすることに動機づけ

られた」のである限り、Bの顔面表情や行動はこの上

なく感情的だったはずである。

　同じ理由でシャウトが他者の正しい関与なしに起こ

りえない、あるいはシャウトと周囲の信者の間にある

種の関係が成立しないことには起こりえないという事

実は、シャウトの身ぶりが「他者との特定のタイプの

関係を取り結ぶことへの希求」を表示しているという

ことを意味するだろう。さらには、誰かがシャウトを

しはじめたことを告げるシャウト音楽によって、――

あたかも怒りや悲観の表情がそれを見る私たちにも感

染するように――シャウトに駆り立てられる信者に

とっては、シャウト音楽自体が感情的たりうるだろう。

【事例５】において、シャウト音楽が成立するとほぼ

同時に、それまでのシャウトの現場から少し離れたと

ころにいた Dがシャウトをはじめたのは、彼女にとっ

てシャウトのサウンドがそうした意味合いを持ってい

たからにほかならないのではないか。

　こう言うと、これらの場面では、サウンドは信者同

士の感情的なやりとりを媒介しているのだ、と結論づ

けたくなるが、それもまったく正しいとは言えない。

なぜなら、「音楽が感情の媒体となる」のだとすると、

再び「感情」が信者一人ひとりの内側に閉じ込められ

るからである。こうした感情のやりとりは、サウンド

がなければ成り立ちえない。それは、私たちにもこと

ば――語や文法によってだけではなく、声の調子や言

いよどみも含んだものとして成立する、行為としての

ことば――によって他者と触れ合うことがなければ、

感情的なやりとりができなくなるとの同じことであ

る。――以上の意味合いで、私は礼拝儀礼における参

加型音楽の一部を「身体化されたサウンド」ないし「身

体の延長としてのサウンド」と特徴づけることができ

ると思う。参加型音楽が感情的でありうるのは、それ

が対面状況にありうる他者の身ぶりを身体化している

からにほかならない３）。リズムが身体運動を写し取っ

ているのと同じように、その他のサウンドの要素も、

関与し合う身体のイコンとなっているのではないだろ

うか。

　かつて哲学者の大森荘蔵は、言語のはたらき

を「さわりあい」ととらえたことがあるが（大森，

2011[1973]：238）、その見地をとるならば、黒人教会

における信者たちも、サウンドによって他者と触れ

あっているのにほかならない。多くの黒人教会がサウ

ンドシステムのことを重視しているのは、このためで

もあるだろう。G教会では、これまでに一万ドル近い

金額を多くのスピーカー、マイク、アンプ類につぎ込

んできたというし、それよりずっと財政的にタイトな

はずの L教会にしても、常に一人はサウンドシステム

の前で調整係を担当する若い男の信者の姿が見える。

そうすることで、信者同士がサウンドを通じて相互行

為する様子の直接性と瞬時性は保証されているのであ

る。黒人ペンテコステ派の礼拝儀礼を経験すれば、誰

もが大音量で演奏される楽器の演奏や周囲の信者の声

やノイズに浸されているように感じるだろうし、直に

音を通じて他者に「触られる」とすら感じることがあ

るかもしれない。それは単に音が「聞こえる」という

のとは別次元の経験である。

５．集合行為を促進するサウンド

　最後のポイントは、会衆に対してサウンドが「いか

に」はたらくか、あるいは、なぜサウンドの運ぶもの

がそれほどに意義深いものとなりうるのか、というこ

とである。ペンテコステ派の礼拝儀礼において、感情

が他ならぬサウンドに
4 4 4 4 4 4 4 4 4

埋め込まれているということ

は、このうえない意義をもつ――それは集合行為を生

みだし、ひいては会衆の一体化を強力に促すのである。
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ここでの私の論点を明らかにするために、まずは

ウォルター・オングによる『声の文化と文字の文化』

から、オングが聴覚的な知覚について述べている箇所

を引用しよう。

視覚は分離し、音は合体させる。視覚においては、

見ている者が、見ている対象の外側に、そしてそ

の対象から離れたところに位置づけられるのに対

して、音は、聞く者の内部に注ぎ込まれる。メル

ロ＝ポンティが述べたように、視覚は切り離す〔解

剖する〕。視覚は、一どきに一方向から人間にやっ

て来ない。つまり、部屋を見たり風景を見たりす

るためには、眼をあちこちに動かさなければなら

ない。ところが、聞くときには、同時にそして瞬

時に、あらゆる方向から音が集まってくる。つま

り、わたしは、自分の聴覚の世界の中心にいる。

その世界はわたしを取りかこみ、わたしは、感覚

と存在の一種の核の位置にいる。……音のなかに

ひたりきることはできるが、おなじようなしかた

で視界のなかにひたることはできない。（オング，

1991：153）

〔書かれた文字とは異なり〕話されることばは、

人びとをかたく結ばれた集団にかたちづくる。……

聴衆は、ふつう、かれらのあいだで、また、話し

手とのあいだにおいても、一体となっている。（オ

ング，1991：157）

　オングの主張は、認知科学の理論に裏づけられたな

現代のコミュニケーション理論によって、より強固に

示しうる。ゲーム理論家のマイケル・チウェ（2003）

は『合理的儀礼――文化、協調行動、共通知識』（邦

題は『儀式は何の役に立つか――ゲーム理論のレッス

ン』）において、オングの議論を再考するのに格好の

議論を提供している。チウェは「人びとはどのように

行為を協調させているのか？」という疑問に対して「共

通知識」という単一の概念によって答えを出そうとし

ている。そして、前近代社会における儀礼の機能から、

ある種の広告が成功する理由や、人々が政治活動に参

加しようという気になるのかまでを説明している。た

とえば、儀礼的な発話は時に無意味に見えるほどの反

復を伴うが、チウェによれば「共通知識の生成という

観点からは、何か繰り返されることを聞いた時、人は

単にメッセージを得るだけでなく、それが繰り返され

ており、他の人々もそれを聞いた確率が高いことを知

るのである」（チウェ，2003：3）。

　チウェの議論の核となるのは「共通知識の生成」、

あるいは「『メッセージが共有された』というメタメッ

セージの共有」だが、この観点はサウンドの人類学的

理解にとっても重要といえる。たとえば、黒人教会の

信者たちはシャウトする者の感情を視覚によっても知

覚しうるし、しばしばしているが、その場にいる他の

人々もそれを見ているかどうかを瞬時に把握すること

はできない。換言すれば、共通知識が生成されないの

である。しかし、もし感情がサウンドによって共有さ

れたなら、私は他の誰もがそれを知覚したことを知る

であろう。そして、会衆の全員がそのメタ知識を共有

するであろう。――「音は合体させる」というオング

の文章が正確に意味するのは、このことに他ならない。

　次に検討する事例は、サウンドによって感情を共有

するということがいかなることでありうるのかを、こ

の上なく雄弁に語っている。場所はL使徒教会である。

【事例７　悪魔祓いを終えた信者の喜びの共有】

　L教会では、毎年１月は consecration月間であり、

普段よりも頻繁に礼拝をおこなう。この日は聖別

（consecration）礼拝の最終日で、全員が聖霊に満たさ

れることが目指される、”tarrying service”と呼ばれる

ものである。この機会は、まだ聖霊に満たされた経験

をもたない信者にとっては特別な機会で、実際この礼

拝ではじめて聖霊を受け取る信者も多い。全員が白い

靴下をはいて、靴を脱ぐというのが決まりである。

　日曜の夕方遅くに始まったこの日の礼拝儀礼は、長

い祈りの後に聖霊を経験していない信者たちをオル

ター（祭壇）に集めてミニスタたちと一緒に聖霊の祈

願を行うという段階に入ったが、ここで誰も予想しな

かった異変が起こった。二十歳前の青年 Tが、聖霊

を授かるように祈っている最中に突然暴れ出したので

ある。通常、聖霊を未経験の信者たちの周りで、ミニ

スタたちが耳元で祈りの言葉を復唱したり、手を叩い

たりする。Tは彼らの立てるノイズに対して途中から

耳をふさいでいたかと思うと、そこから逃れようとす

るかのように大声を出したり、身体をミニスタたちか

ら逃れようとしたりしはじめたのである。男たちが数

名がかりで Tを抑え込み、動けないようにした後で、

副牧師の Bが聖なる油を彼の口の中に入れようとし

たのだが、この時も Tは暴れに暴れた。会衆はしば

らく騒然となり、信者の大半が Tの方に掌を向けて

祈るなどの場面もあった。何人もの力で取り押さえら
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れ、ぐったりとなった Tは、最終的に礼拝堂の外に

連れ出された。

　Tに起こったこの変化を、L教会の幹部たちは、T

のなかにあった悪魔的な霊が聖霊と葛藤を起こしたの

だが、自分たちの儀式的処置のおかげで Tの悪魔祓

いが成功したのだと解釈し、そのようにアナウンスし

た。以下は、信者たちが一時の混乱から平静さを取り

戻し、さらにしばらく祈った後の場面である。礼拝は

終盤を迎えていた。

00分 00秒　　祈りの続きから。祈りをリードしてい

るのは、副牧師M。ドラムズの椅子に座ってい

る Dが時折タイコを鳴らす以外は、礼拝堂に響

き渡るのは祈りの発話と一部の信者が持っている

タンバリンのみである。

04：00　　M牧師が説教壇でマイクをもつ。

04：45　　M牧師が話し始めた直後、キーボード奏

者の Pが背景的な伴奏を弾き始める。

05：40　　M牧師は「悪魔的な霊 demonic spirit」が

いるということ、それぞれには名前がついている

ということを話して、直前に起こった出来事に言

及する。

07：00　　M牧師はミニスタ Bを前に呼び出す。（副

牧師Mは、会衆に向かって祈り続けるように命

じる。）M牧師と副牧師Mは、ミニスタ Bに按

手を行ったり、腹や胸を掌で叩きつける。（この

直前までの礼拝儀礼では、ミニスタ Bはあまり

シャウトや異言に加わらず、もっぱら写真を撮る

などしていたことが関係していたかもしれない

し、もっと別の背景があったのかもしれない。）

――いつの間にか、キーボードのサウンドは小さ

くなったか止んでいる。礼拝堂に響き渡るのは、

再び祈りの発話である。

11：00　　M牧師、説教壇に戻りマイクをとる。

11：40　　M牧師、説教壇から「信仰告白」を募る。

5歳から 8歳くらいの子ども、４人が前に出くる

と、信者たちは拍手をする。――このあたりから、

キーボード奏者の Pが背景的な演奏を再開する。

12：50　　子どもたちは、それぞれが聖霊に満たされ

たことを報告する。会衆席からはさらに大きな拍

手が起こる（一人の少女は涙を見せている）。

13：50　　子どもたちの報告がいったん終わると、M

牧師は子供たちに按手を行う。

《中略：続いて、聖霊に新たに満たされた信者たちや、

その他、M牧師に祈ってもらいたい信者たちが前に

出て、祈りや按手を受ける。》

26：30　　エルダー S（彼は副牧師Mの甥で、現在、

イースト・セントルイスで別の使徒教会の牧師を

している）やミニスタ Sが牧師に耳打ちをする。

（おそらく Tのことにすいて報告をしているのだ

ろう。）

27：20　　ドラム奏者 Dがシンバルを鳴らし始める。

27：25　　Tが礼拝堂のなかに戻ってくる。

27：50　　M牧師が Tに言及すると、Tはその場で立

ち上がる。会衆の大半が立ち上がって拍手を浴び

せる。

28：20　　ドラム奏者 Dによるドラムの音がしっか

りと聞こえてくる。音楽はゆっくりとした、背景

的なものにとどまっている。

28：30　　TはM牧師に命じられるままにオルター

まで歩み出てくる。

28：50　　M牧師もオルターに降り立ち、Tに歩み寄

る。

29：10　　M牧師に促されて、Tは、M牧師の手に

あるマイクを通して、“Jesus, Jesus, Jesus, …”と繰

り返す。

29：24　　それまで両手をポケットに入れていた Tだ

が、（これもおそらくM牧師か隣のミニスタ Sに

言われて）両掌を開いて頭の高さまで持ち上げる。

M牧師は Tの胸に右手を当てて、祈りの言葉を

発している。信者たちは大いに喝采する。（写真

4-22）

30：00　　M牧師は説教壇の方に戻りつつ「さて」と

言いかかったところで、Tは突然礼拝堂のなかを

走り始めた。（写真 4-23）

30：00～ 10　　Tが２周目にかかるころで、キーボー

ドとドラムスの両方が、シャウトを期待させるよ

写真 4-22　オルター（祭壇）に出てきて両手をあげるＴの

胸に手を当てる牧師
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うな（あるいはシャウト音楽への明らかな移行を

表示する）演奏に切り替わってゆく。

30：10　　信者たちの一部が天井を仰いだり、その場

で飛び上がったりしはじめ、瞬く間にそれが広が

る。

30：15　　オルター近くに座っていたミショナリNと、

パーカッション奏者の Rがほぼ同時に礼拝堂を

走り始める。

30：23　　バンドの演奏が明確なシャウト音楽に切り

替わる。信者たちの大半が、その場でシャウトを

行ったり、天井を見上げたり、拍手や発話を行う

ことで、カリスマ的な行為を行う。

30：40　　Tは、オレンジ色の Tシャツの上に羽織っ

ていたブルーのシャツを脱ぎ捨てようとする。ミ

ニスタ Kがそれを手伝ってやる。

30：55　　Tに、ミショナリ Cが近づいて身体をはた

いたりする。Tはシャドウ・ボクシングをするか

のような身ぶりで、オルターの真ん中でシャウト

を行う。

31：30　　Tにミショナリ Cが抱きつく。続いて T

の母親の Nも Tに抱きつく。

32：00　　Tの母親の Nが、Tから離れたかと思うと

その場でシャウトを始めた。

32：50　　ミニスタ Sとエルダー Sが Tのそばによる。

続いて、副牧師Mもその近くによっていく。

33：50　　T、オルターの説教壇の前にやってくると、

そこで両足を跪き両手を合わせる。

34：00　　シャウト音楽から、再び移行的な演奏に切

り替わる。副牧師Mとミショナリ Cが Tの後ろ

から身体をさすってやる。信者たちはまだ興奮さ

めあらぬ状態だが、シャウトを踊っている者はい

ない。

35：00　　Tは母親と肩を組みながら、母親の座って

いたベンチに戻る。

35：10　　副牧師Mが「私を見て。すべての罪は拭

い去られた。イエスが私を自由にしてくれた」と

ワーシップ歌を歌い始めると、すぐにバンドがつ

いてゆく。

35：55　　ミショナリ Nが賛美隊のためのマイクを

元の位置に戻す。（ほどなく、数名の賛美隊が副

牧師の歌にコーラスをつける。）

36：05　　Tの周りに多くの信者が集まってくる。T

は一人ひとりと抱擁を交わす。（写真 4-25）

38：00　　副牧師Mは、説教壇までやってきた姪の

ミショナリ Rを抱き寄せながらワーシップ歌を歌う。

　Tの悪魔祓いが成功し、彼の表情が晴れやかなもの

になっていたことは、会衆の誰もがすでに分かってい

たことである。しかし、サウンドによって感情を共有

することによって、そのあとのさらなるドラマが礼拝

にもたらされたのであった。Tがオルターにやってく

るあたりから、ミュージシャンたちは穏やかな BGM

を鳴らしていたが、Tが通路を走り出したところで、

それに合わせてシャウトへの移行的な音を鳴らしはじ

写真 4-23　突然走り始めたＴ

写真 4-24　Ｔが走っている最中にシャウト音楽が鳴り始め

ると、多数の会衆もいっせいにシャウトをはじ

めた

写真 4-25　悪魔祓いの成功と、初めて聖霊を受けたことの

ために会衆がＴのところに集まり抱擁をかわす
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めた。Tが走ったことで、信者たちの多くは Tの喜び

がいかに大きなものか、わかったはずである。しかし、

シャウトを期待させるサウンドからシャウト音楽がは

じまるまでにかけて、それまで私も見たことのないほ

どの、すさまじいシャウトの瞬間的な飛び火的現象が

起こったのである。

　ここで起こったのは、Tの喜びの感情の「共通知

識」化である。――Tの喜びがシャウトによって表現

され、その事実がサウンドによって運ばれ知らされる

ことで、会衆は単に Tの感情を知っただけではなく、

会衆の一人ひとりが他の会衆もそれを知ったというこ

とを知った――別の言い方をすると、会衆の全員が感
4

情を共有した
4 4 4 4 4 4

のである。集合行動が起こるには、共通

知識の形成が不可欠であった。これはほとんど例外的

に劇的な事例ではあるが、礼拝の最中にミュージシャ

ンがごく普通に遂行している役割、すなわち、礼拝の

場面を分節することの重要性が、ここからはかえって

よくわかる。Ｔの感情が共有されたのと同じように、

いつもの礼拝儀礼でも、サウンドが会衆の集合的な気

分を形成するのに大いに役立っているのである。

６．おわりに

　以上に、黒人民衆教会におけるサウンドの役割の実

例について、ビデオ記録にもとづく記述と分析を行っ

てきた。そこからは、背景的なサウンドが会衆の「気

分」を共有させたり、シャウトを踊る信者を後押しし

たりする様子、また、サウンドが他者の身体の延長で

あるかのようにはたらく様子（これを「身体化された

サウンド」と呼ぶこともできるだろう）が浮かび上がっ

てきた。また、信者たちの熱狂を加速させる集合行動

のためにも、サウンドは他のメディアでは果しえない

役割を受けもっていることを、認知科学的な知見から

裏づけることができた。

　世界中のミュージッキングにおいて、人びとはサウ

ンドのこうした性格を――おそらくそれとは知らない

ままに――大いに利用しているに違いない。しかし、

黒人教会ほどにそれを活用しているのも珍しいのでは

ないだろうか。礼拝儀礼において、自然発生的な相互

行為を動機づけているのはサウンドである。そして、

その相互行為を通じて、人びとは参加に駆り立てられ

ている。教会ミュージシャンの役割についてはすでに

見たが、彼らの努力の多くはこの相互行為を促進する

ために注がれており、実際、教会の会衆を統合してい

るのはミュージシャンたちである。そして、信者たち

はサウンドというひとつの生地で包まれているのであ

る。教会ミュージシャンがしばしば特別な待遇を受け

ているのは、多くの教会がサウンドとミュージシャン

の重要性に気づいているからにほかならない。

トゥリノによる「参加型音楽」をめぐる議論の修正

　ところで、本章でみてきた礼拝儀礼が「参加型音楽」

ないし「参加型パフォーマンス」として把握しうるこ

とに疑いはないだろう。すなわち、黒人民衆教会の礼

拝儀礼で演奏される音楽は、「プロダクト志向」では

ないし、多くの信者が聖霊的実践に身を任せること―

―すなわち「参加」すること――に高い価値が見出さ

れている。また、信者たちは「聴衆」という役割に甘

んじているのではなく、喝采を送ったり、立ち上がっ

たり、シャウトを踊ることで、いつでもパフォーマン

スの一部になることができる。ミュージシャンの役割

は、儀礼をスムースに遂行させることであり、素人の

（そして多くの場合さして技術的に高くもない）クワ

イア・メンバーにパフォーマンスに向けた動機づけを

行うことであり、礼拝儀礼中に信者の一人ひとりに注

意をしながら、彼らの霊的なしぐさに反応する（そし

て常にその準備をしておく）ことである。ミュージシャ

ンの役割の大半は、「黒子」的なものである。

　音楽面に目を向けると、礼拝のクライマックス的な

場面においては、単純な形式の反復、（カイルのいう

ＰＤ的な）稠密なサウンドが多くみられる。即興的に

何をどう反復するのか、どんなバリエーション（変奏）

をどのタイミングで演奏するのか、といった事柄を

その場で決定しそれを素早く演奏に実行するために、

ミュージシャンたちのあいだには非常にタイトな関係

性が垣間見える。こうした他者に対する注意は、社会

的なシンクロ現象を保証するためにほかならない。

　これらの特徴は、トゥリノが参加型音楽のそれとし

て指摘したものにほかならない。しかし、私の見ると

ころでは、トゥリノの概念化には見逃せない不備があ

る。

　それは、社会的なシンクロ現象がいかに達成される

かについてのトゥリノの考えである。参加型音楽の

ミュージシャンは、シンクロが起こるためにかなりの

注意を払う。「パフォーマンスがうまくいくと、人々

の注意は継ぎ目なく合わさった音と運動に集中するた

め、参加者間の差異が融解してしまう。そのような瞬

間、集団で一緒に動いて一緒に音を出すことで、参加
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者たちは、共にあるという感覚、深い一体感、仲間同

士のアイデンティティの高まりをおぼえる」のである

（Turino, 2008: 43）。私は、この指摘自体は正しいが、

これを達成するのが「反復」とされている点に不満を

おぼえる。

　注意が必要なのは、トゥリノのもちだす「参加型フ

レーム」という概念である。彼はまた、世界の参加型

パフォーマンスのイベントを例にあげて、それらが「参

加すべきというエートス」をもつと繰り返し指摘して

いる。この「フレーム」と「エートス」という言葉づ

かいを見てもわかるように、トゥリノの説明モデルの

背後には静態的な「文化」の概念が横たわっているか

のように思えるのである。

　この議論の弱点は、彼が（連続的＝シーケンシャル

な）参加型音楽の例として、日米のカラオケ文化を手

短に解説する場面で顕わになる（Turino, 2008: 49-51）。

トゥリノは、日本人のカラオケを、仲間同士の親交を

深めるための社交であり、「あなたも一緒に歌うよう

に」というプレッシャーが強いのだと言い、それが日

本人特有の「集団主義」と関連しているという可能性

を示唆する。反対に、アメリカのカラオケは「個人主義」

的に進行する。アメリカのバーではカラオケ・ジョッ

キ（ＫＪ）がいて、彼らが上手に場を盛り上げつつ人々

を歌わせるというのだが、先の「集団主義 vs. 個人主義」

の二項対立を保持するトゥリノは、それがあたかも日

本のカラオケバーにみられる「プレッシャー」とは異

なるものであるかのように論じるのである。――ここ

にいたって、彼の研究が、ごくありきたりで平板な比

較文化研究にきわめて接近していることに、私は大き

な不満をおぼえる（もちろん、これが彼の優れた仕事

の中核をなすわけではないことは確かだが）。

　私自身の日本でのカラオケ経験の記憶を振り返って

みても、学生時代に友人同士でカラオケに行くときに

は、いつも決まって「盛り上げ役のＫ君」の参加を期

待したものであった。私は、Ｋ君の存在がトゥリノの

言うＫＪとそれほど違うとは思えない。つまりは、Ｋ

Ｊのように参加を後押しする役割がはっきりしている

かどうかは別として、どのようなケースでも参加に一

歩足を踏み出すことはある種の跳躍的な身構えが必要

になるはずである。そして、人びとにそうした身構え

を準備させる存在こそがミュージシャンであり、彼

らはそのために技術を駆使しているのではないだろう

か？　トゥリノは、平等主義社会ではあたかも参加

が自動的に起こるかのように言うが、私はかれのその

理路にも疑問をおぼえる。これは、カイルがＰＤのサ

ウンドの質があたかも自動的に人々を参加に駆り立て

るかのように論じた時と同じような短絡的な議論であ

る。

　私見では、ここでトゥリノが見落としているのは、

現象学的な意味での「感情」であろう。自らの身体を

参加に誘うときの他者の身ぶりとは、基本的に感情的

なそれのはずである。ここで記述してきたアメリカの

黒人ペンテコステ派教会の場合も同様である。ペンテ

コステ派における「参加」は、たしかに望まれてはい

るものの、個々の信者がプレッシャーとして感じてい

るとは限らない。確かに、礼拝リーダーが懸命に手を

あげたり、歌ったり、発話することをうながすことは

ある。しかし「聖霊のしわざ」であるシャウトや異言

は、基本的には自己の意志によるものではない。それ

は、自分のコントロールが及ばないところで起こるも

のである。

　また、個人が集団のなかで感じる「プレッシャー」

というのは、個人がその集団に対して帰属意識をもつ

かどうかにも大いに左右されることがあるはずであ

る。あるペンテコステ派信者は、セントルイス市に移

住してきて最初に訪れた教会で、異言をあたかも強要

するかのようにされた経験を苦々しく語り、その後そ

の教会には行ったことがないのだと話した。彼は、異

言はあくまでも自発的になされるべきだと考えていた

のである。こうしたエピソードからうかがえるのは、

「プレッシャー」とは、当の個人がその場の雰囲気に

溶け込めない状況ではじめて、プレッシャーとして感

じられるのではないか、ということである。シンクロ

現象が「自他の境界の消失」であるというのであれば、

自己と他者、自己とミュージッキングにおける諸行為

のあいだに、大きな継ぎ目などは見当たらないはずだ

が、誰も特定のミュージッキングに初めて参加すると

きからそうした自己をもっているわけではない。それ

は、時間をかけて獲得していくべきはずのものである。

　したがって、「自発的な参加が起こる」とは、一方

では外部の視点からは可視的なプレッシャーが本人に

は見えなくなっているということであり、他方では、

個人が行為への参入に動機づけられる背後には他者

の感情的な関与が存在していると考える余地がある。

トゥリノの静的な議論では、いずれのダイナミクスも

捨象されているように思えるのである。

まとめ
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　本章の冒頭で、参加型のミュージッキングにおいて

参加がいかに構築されているかを探る研究には、多大

な余地があると指摘してきたが、最後に本事例群から

導ける要点をまとめておこう。

１）行為への参入には多くの要素が関連している。

シャウトを踊る本人の周りにいる信者ですら、

不可欠な役割を果たしている場合がある。対面

相互行為の役割が大きくなるのはこうした場面

だが、その研究は微視的かつ慎重に行われる必

要がある。

２）自発的な参加――おそらくは理想的な参加の

あり方――を考察するためには、（生理学的な意

味でのそれではなく）現象学的な「感情」を考

慮することが必要不可欠である。そして、サウ

ンドはその感情を共有するためにこの上なく重

要な役割をもつ。

おそらく、ミュージッキングが参加型に近くなればな

るほど（そして上演型でなくなればなくなるほど）、

参与者の間に豊かな相互行為の諸相を発見できるであ

ろう。そして、相互行為の研究は音楽の人類学、ある

いは社会的な存在としての人間とサウンドの間にある

一般的な関係についての研究に多大な寄与をもたらす

であろう。本章で目指したのも、参加型音楽や人間と

サウンドの関係について、何らかの一般的な理論に到

達するための素材を提供することであった。

注

１）また、この種の説明は、米国の黒人教会における多様性も

説明できない。「聖霊信仰」とでもいうべき宗教実践は、い

まやペンテコステ派以外の黒人教会にも普及しており、そ

れら多くの教会では、表面上の教義やコスモロジーがかなり

の程度一致している。にもかかわらず、実際の礼拝風景で

は、ペンテコステ派とそれ以外の教会でかなり異なって組織

されているのが実情なのである。根本的な問題は、そもそも

個々の「霊的」な行為が、礼拝リーダー、音楽家、信者の間

における、絶え間ない相互作用からなるものであり、その意

味でいわば生き物のようなものであるとすれば、それを決ま

りきった様式（やり方）として特徴づけることには無理があ

るということであろう。私は、ニーリーがこの問題の立て方

自体にあまり批判的でなかった理由を、彼女が安易なアフ

リカニズムに与していたためではなかったと疑っている（cf. 

Neely, 1993：chap.7）。

２）とはいえ、まれに彼らがシャウトを踊ることはある。たと

えば、Ｇ教会のドラム奏者Ａは、時折、礼拝儀礼中にシャウ

トを踊る。ただし、多くの場合、Ａがシャウトを踊り始めた

としても、他の誰かがドラムズを担当してシャウト音楽を続

行させるという、ある種の信頼関係が存在しているのである。

３）こういったときに問題となるのは、上演型の音楽や特定の

音楽作品が私たちのなかで引き起こしうる感情と、ここで論

じている感情との関係だが、私はそれに対する答えを今はも

ちあわせていない。ただ、上演型音楽の感情の一部分が、「身

体化されたサウンド」を原基として成立しているのではない

かとは思う。
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